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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

,

□成果の説明（コスト）

令和４年度においては、春日部第２児童
センターの天井改修工事を実施したこと
から、前年度と比較して増額となってい
ます。

令和４
年度の
評価

　各児童センターで実施しているアンケート結果などを基に、利用者のニーズに対応した事業を実施し、
問題点等は即座に改善を図るなどの対応を取っています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用人数や利用時間の制限を行いながらの運営をしており
ましたが、令和4年9月から、利用人数及び利用時間の制限を解除し、運営しております。制限を緩和する
とともに、利用者が安心安全に利用できるよう、消毒や換気等の基本的な対策を講じ、工夫を凝らした事
業を実施したことで、満足度が前年度を上回ったと考えています。

今後の
方向性

現状維持
　今後も、利用者のニーズに沿った多様な事業を展開し、より充実した子どもの居場
所づくりを進めていきます。

新型コロナウイルス感染症対策による制
限の緩和がみられ、感染症対策を講じな
がら、インターネットを利用したハイブ
リッド型事業の開催や、他館と繋がるオ
ンライン事業の実施を行うなど、各児童
センターにおいて工夫を凝らした事業を
実施しました。

決算額(千円) 181,535 191,492 203,828 210,360 218,079

１ 児童センター利用者の満足度

□成果の説明（サービス水準）

新型コロナウイルス感染症対策を講じな
がら、アンケート結果などを基に、利用
者ニーズに対応した運営を行いました。
前年度に比べ満足度が１．１ポイント増
加し、目標値を達成しました。

２ 児童センター事業実施数

□成果の説明（取組内容） 

100.5%

成果指標の実績値 96.9% 95.1% 96.0% 97.4% 98.5%

達成率 100.2% 98.0% 98.7% 99.8%

98.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 96.7% 97.0% 97.3% 97.6%

成果
指標

児童センター利用者の満足度 現状値
(平成29年度)

96.4%

現状と
課題

本市では、子どもが安心して過ごせる場所として、児童センターの整備を進めてきましたが、
多種多様なニーズに対応できる、より充実した子どもの居場所づくり、遊び場づくりが求めら
れています。

事業
内容

児童の健全育成を図るため児童センターにおいて、さまざまな事業を展開
することにより、子どもの居場所・遊び場の提供を行います。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

児童館運営事業 課名 こども政策課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 1 重点プロジェクト№ ①-1
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

地域子育て推進事業 課名 こども政策課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 4 重点プロジェクト№ ①-2

事業
内容

地域で子育てを支援する地域子育て支援拠点施設や子育て支援団体の充実
を図るため、子育て支援活動のネットワーク化を推進し、地域全体で子育
てを応援します。

事業開始
年度 平成21年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

地域子育て支援協議会参加団体数 現状値
(平成29年度)

41団体

現状と
課題

核家族化が進むなか、家庭における子育てにかかる負担は大きく、乳幼児を養育する家庭の孤
立化を防ぐためにも、地域における子育て支援の充実と併せて、情報提供・相談体制の充実な
どのきめ細かな支援が求められています。

47団体

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

成果指標の目標値 43団体 44団体 45団体 46団体

93.6%

成果指標の実績値 43団体 43団体 43団体 43団体 44団体

達成率 100.0% 97.7% 95.6% 93.5%

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、利用人数や利用時間の制限を行いな
がらの実施となりましたが、各拠点施設
で工夫しながら感染症対策を講じた事業
を実施しました。

決算額(千円) 16,115 18,947 19,566 21,536 29,043

１ 地域子育て支援協議会参加団体数の推移

□成果の説明（サービス水準）

クレヨンしんちゃんのイラストを使用し
た絆創膏の啓発品や協議会加入団体を紹
介するパンフレットを作成し、啓発活動
を行うことで、1団体の新規加入がありま
した。

２ 地域子育て支援拠点施設延べ利用者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和４年度より地域子育て支援拠点施設1
か所において利用者支援事業を開始した
ことから、増額となりました。

令和４
年度の
評価

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修会は開催を中止しましたが、地域子育て支
援協議会独自事業である「かすかべM・A・C（マック）子育てホッとひろば」については感染防
止対策を取りながら開催しました。昨年度と同様にクレヨンしんちゃんのイラストを使用した
絆創膏の啓発品を作成し、協議会のパンフレットとともに加入団体に協力いただきながら啓発
活動を行うことで新規加入団体を迎えることができました。

今後の
方向性

現状維持
　今後も、新型コロナウイルス感染症対策を徹底したうえで、活動を進めていくとと
もに、様々な方法で情報発信していき、参加団体数の増加に努めます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

こども医療費支給事業 課名 こども政策課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 5 重点プロジェクト№ ①-3

事業
内容

子どもの保健の向上と福祉の増進を図るため、医療費の保険診療における
自己負担額を支給します。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

令和4年度

成果
指標

助成対象年齢及び窓口払いが不要となる医療費の上限額 現状値
(平成29年度)

対象年齢：15歳
上限額：21,000円

現状と
課題

これまで、段階的に拡充を図ってきましたが、こどもたちが必要な医療を安心して受けられる
環境を整備していくため、更なる医療費助成制度の拡充が求められています。

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

対象年齢：拡充実施(入院)

上限額：廃止実施

成果指標の目標値
対象年齢：15歳

上限額：廃止検討
対象年齢：拡充検討
上限額：廃止実施

対象年齢：拡充実施
上限額：廃止実施

対象年齢：拡充実施
上限額：廃止実施

対象年齢：拡充実施
上限額：廃止実施

制度拡充にあたっては、これまでの取り
組みの効果を検証しながら検討していく
必要があるため、前年度と同様の事業内
容としました。

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

決算額(千円) 673,711 670,191

成果指標の実績値
対象年齢：15歳

上限額：21,000円
対象年齢：拡充検討
上限額：廃止実施

対象年齢：拡充実施(入院)

上限額：廃止実施
対象年齢：拡充実施(入院)

上限額：廃止実施

506,188 577,590 614,740

１ 助成対象年齢及び窓口払いが不要となる医療費の上限額の推移

□成果の説明（サービス水準）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

２ 受給者数及び窓口払い廃止率の推移

□成果の説明（取組内容） 

受給者数は前年度に比べ、312人減少しま
した。
令和4年10月診療分から埼玉県内の医療機
関が現物給付対象となっため、窓口払い
廃止率は.1.2ﾎﾟｲﾝﾄの増加となっていま
す。

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

コロナ禍による受診控えの解消が進み、
令和4年度の決算額は増加となっていま
す。

令和４
年度の
評価

　令和4年10月診療分からの県内医療機関での窓口払い廃止（現物給付化）を滞りなく開始する
ことができました。

今後の
方向性

現状維持
　引き続き、これまでの取り組みの効果を検証しながら、対象年齢の拡充を含め、あ
らゆる角度から制度充実に向けた検討を進めていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

受給者の経済的な自立の促進へつながっ
ています。

令和４
年度の
評価

令和4年度は、給付金支給終了者8人の内7人（准看護師4名、介護実務者1名、養護教諭1名、美
容師1名）が資格を取得しており、ひとり親世帯の経済的な自立の一助となっています。

今後の
方向性

現状維持
　今後も、母子家庭等の自立促進に向け、児童扶養手当の現況届提出時等の機会を捉
えて、制度を周知していきます。

新規受給者数8人を加え、受給者数は29人
でした。

決算額(千円) 20,678 24,962 18,606 26,845 33,617

１ 高等技能訓練促進費受給者の資格取得率

□成果の説明（サービス水準）

給付金支給終了者8人の内7人が資格取得
することができました。内訳は、准看護
師が4人、介護実務者が1人、養護教諭が1
人、美容師が1人でした。

２ 受給者数及び新規受給者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

87.5%

成果指標の実績値 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 87.5%

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

成果
指標

高等技能訓練促進費受給者の資格取得率 現状値
(平成29年度)

100.0%

現状と
課題

看護師や介護福祉士などの資格の取得を目指すひとり親家庭で、経済的な理由により、修業が
困難な方に、高等職業訓練促進給付金を支給するものです。支給対象範囲が拡充されたことに
ともない、より一層の制度の周知や活用が求められています。

事業
内容

母子家庭等の経済的自立を促進するため、高等技能訓練促進費を支給しま
す。

事業開始
年度 平成22年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

母子家庭等自立支援給付金事業 課名 こども政策課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 6 重点プロジェクト№ ①-4
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

子育て世代包括支援センター運営事業 課名 こども相談課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 7 重点プロジェクト№ ①-5

事業
内容

助産師、保健師などの専門職が妊娠や出産、育児についての疑問や相談に
対応するとともに、子どもに係る各種手続きなどができるワンストップ窓
口を設置し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行います。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

母子健康手帳交付時の助産師、保健師による面接実施率 現状値
(平成29年度)

平成30年度から

現状と
課題

母子健康手帳の交付時に助産師、保健師が面接を行い、妊婦の心身の状況を把握し、必要に応
じて支援プランを作成し、継続した支援を行っています。妊婦の状況を把握するためには、子
育て世代包括支援センターでの交付件数を増やしていくことが課題となっています。

95.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 85.0% 92.0% 93.0% 94.0%

103.1%

成果指標の実績値 91.0% 92.8% 93.3% 93.1% 97.9%

達成率 107.1% 100.9% 100.3% 99.0%

子育て世代包括支援センターにおける母
子健康手帳の交付割合は、令和5年3月か
ら開始した伴走型支援及び出産・子育て
応援給付金事業実施に伴い、前年度より
2.0ポイント上回る実績値となりました。

決算額(千円) 4,658 4,955 6,513 6,236 5,140

１ 母子健康手帳交付時の助産師、保健師による面接実施率

□成果の説明（サービス水準）

子育て世代包括支援センターでの母子健
康手帳交付時の面接実施率は、令和5年3
月から開始した伴走型支援及び出産・子
育て応援給付金事業実施に伴い、前年度
より0.5ポイント上回る実績値となりまし
た。

２ 母子手帳の交付割合（子育て世代包括支援センター）

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

子育て世代包括支援センターの運営にあ
たり、助産師の人数が5人から4人に減員
したことに伴い委託料が減額となったこ
と、備品購入費が不要となったことから
減額となっています。

令和４
年度の
評価

子育て世代包括支援センターでの母子健康手帳の交付割合、面接実施率は増加傾向にありま
す。令和4年3月より出産・子育て応援事業を開始したことにより、面接やアンケートを実施す
ることで、妊産婦などを包括的、継続的に支え、出産や子育てに対する不安の軽減に繋げる体
制をより強化することができました。

今後の
方向性

現状維持
引き続き、面接やアンケートを実施し、妊娠期からのきめ細かい支援を行い、安心して
子どもを産み育てられる体制づくりに努めます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

子ども家庭総合支援拠点運営事業 課名 こども相談課

施策番号 1-1-1 実施計画№ 8 重点プロジェクト№ ①-6

事業
内容

子育て家庭と妊産婦等を対象に、社会福祉士や保健師などの専門職が子育
てに関する相談に応じ、必要な調査、情報の提供、訪問等による継続的な
支援を行う。

事業開始
年度 令和４年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

個別ケース検討会議延べ参加機関数 現状値
(平成29年度)

-

現状と
課題

子育てに関する相談窓口として個別具体的に相談対応を行うほか、相談者に適した各種行政
サービスの活用を案内しました。
支援対象家庭の状況把握と、必要な支援や児童虐待要素の発見を目的に活用している、リスク
評価シートの改訂が当面の課題となっております。

12機関

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値

141.7%

成果指標の実績値 17機関

達成率

事業と開始となるR5年2月以降、関係機関
と連携し、個別ケース検討会議を3回開催
しました。

決算額(千円) 185

１ 母子健康手帳交付時の助産師、保健師による面接実施率

□成果の説明（サービス水準）

事業開始となるR5年2月以降、個別ケース
検討会議の延べ参加機関数は17機関とな
り、目標値を5機関、上回りました。

２ 母子手帳の交付割合（子育て世代包括支援センター）

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

子ども家庭総合支援拠点を開設するた
め、消耗品と備品を購入しました。
・消耗品（プレイマット外）：94千円
・備品（本棚外）：90千円

令和４
年度の
評価

必要に応じて個別ケース検討会議を開催し、支援対象家庭に関わる関係機関との連携を図りま
した。
また、ハイリスクな家庭環境の家庭については、要保護児童対策地域協議会においても支援方
針を検討し、検討結果を個別ケース検討会議にフィードバックしました。

今後の
方向性

現状維持

引き続き、子育て家庭と妊産婦等からの相談に対し、社会福祉士や保健師などの専門職
がきめ細かく相談に応じるとともに、必要に応じて関係機関と連携し、調査、情報共
有、訪問等を行い、継続的な支援に努めます。
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Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

指定管理委託料について、放課後児童支
援員などのキャリアアップ・処遇改善、
医療的ケア児への対応にかかる人件費コ
ストについて、増額となったものです。

令和４
年度の
評価

令和4年度も定員を上回る入室希望者があり、教育委員会や学校と連携を図り学校施設の暫定利
用や定員の弾力的運用を行い、受け入れ児童の増加を図りましたが、一部のクラブにおいて待
機児童が発生しました。

今後の
方向性

現状維持

小学校の児童数は減少傾向にあるものの、放課後児童クラブの入室希望者数は増加傾
向にあることから、引き続き保育需要の把握及び児童の受入環境の整備に努めるとと
もに、指定管理者による管理運営のメリットを活かし、更なる保育サービスの質の向
上を目指します。

女性の社会進出の進展などより、入室希
望が増加したことから、学校施設の暫定
使用や定員の弾力的運用を行い、一部の
クラブにおいて定員を上回る児童を受け
入れました。

決算額(千円) 369,738 434,321 466,341 450,139 523,684

１ 放課後児童クラブ待機児童数の推移

□成果の説明（サービス水準）

学校単位での入室となることから、一部
のクラブにおいて待機児童が発生し、令
和3年度と比較して38人の増加となりまし
た。

２ 放課後児童クラブの定員、入室児童数及びクラブ数の推移

□成果の説明（取組内容） 

96.2%

成果指標の実績値 18人 31人 59人 23人 74人

達成率 99.0% 98.4% 96.9% 98.8%

0人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 0人 0人 0人 0人

成果
指標

放課後児童クラブ待機児童数 現状値
(平成29年度)

8人

現状と
課題

近年、女性の社会進出や家庭の就労形態の多様化など、児童を取り巻く環境の変化により、放
課後児童クラブに対する利用ニーズは増加傾向にあり、受け入れ態勢の確保とともに、更なる
サービスの向上が求められています。

事業
内容

指定管理者制度を導入している、市内公設の放課後児童クラブの管理運営
を行います。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ 35

事業名
（補助金名）

放課後児童健全育成事業 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 10 重点プロジェクト№ ①-7
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466,341

450,139

487,487
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（単位：千円）
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

①-37 補助金№ -

事業名
（補助金名）

複合型子育て支援施設整備事業 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 12・46 重点プロジェクト№ ①-8

事業
内容

保育所（病児保育事業対応）及び児童発達支援センターの複合施設を整備
し、令和3年4月開所を目指すものです。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

保育所等の利用定員数 現状値
(平成29年度)

2,812人

現状と
課題

令和３年度をもって事業が完了しています。

3,646人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 3,099人 3,441人 3,460人 3,646人

96.9%

成果指標の実績値 3,075人 3,420人 3,436人 3,555人 3,533人

達成率 99.2% 99.4% 99.3% 97.5%

前年度に施設建設に伴う補償対応等を実
施し、本事業に係る業務がすべて完了と
なったため、令和4年度については、事業
化していません。

決算額(千円) 72,407 116,878 9,710,544 22,111 －

１ 保育所等の利用定員数の推移

□成果の説明（サービス水準）

定員数の見直しにより、令和3年度に
3,555人であった利用定員数が、令和4年
度には3,533人と減少しましたが、保育
ニーズの高い1・2歳児クラスにおいては9
人増加しました。

２ 事業の進捗状況

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

前年度に施設建設に伴う補償対応等を実
施し、本事業に係る業務がすべて完了と
なったため、令和4年度については、決算
はありません。

令和４
年度の
評価

前年度に本事業に係る業務がすべて終了となり、令和4年度も含め、今後本事業の実施はありま
せん。

今後の
方向性

現状維持

県内初の複合型子育て支援施設として、保育所と児童発達支援センターの一体的な運
営によるインクルーシブ保育の実践に取り組んでいくと共に、指定管理者と連携し、
地域に根差した施設運営を目指します。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和4年度において、新たに小規模保育事
業施設の整備を行っていないため、整備
に係る補助金の交付はありませんでし
た。なお、今後も待機児童の状況に応じ
ては、事業実施施設の整備について検討
します。

令和４
年度の
評価

平成31年4月に新たに5施設の小規模保育事業が開設され、施設合計が9施設となり、一定の施設
数確保が図られたことにより、令和4年度においても新規の整備はありませんでした。今後も待
機児童の状況を勘案し、既存施設を活用した小規模保育事業の整備の可能性も含め、幼稚園か
ら認定こども園への移行支援などにより定員の確保に努めます。

今後の
方向性

現状維持
今後の0歳児から2歳児の利用希望の推移や保護者の働き方などの状況を勘案し、待機
児童ゼロを目指します。

平成31年4月に新たに5事業者が小規模保
育事業を開始し、施設合計が9施設となっ
たことで、一定の施設数確保が図られま
した。そのため、令和4年度においても小
規模保育施設の新規整備はありませんで
した。

決算額(千円) 44,285 － － － －

１ 保育所等における0歳～2歳児の利用定員数の推移

□成果の説明（サービス水準）

小規模保育施設における定員数に変更は
ありませんでしたが、ほかの民間保育施
設において定員数の見直しが行われたこ
とにより、0～2歳児の定員数が微減とな
りました。

２ 小規模保育事業者数と補助金利用事業者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

97.6%

成果指標の実績値 1,322人 1,511人 1,503人 1,558人 1,557人

達成率 100.0% 100.0% 97.1% 97.7%

1,594人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 1,322人 1,511人 1,548人 1,594人

成果
指標

保育所等における0歳～2歳児の利用定員数 現状値
(平成29年度)

1,191人

現状と
課題

全国的な保育ニーズの高まりを背景に、本市の保育所等における待機児童数は増加傾向にあ
り、その解消が喫緊の課題となっています。特に本市の待機児童数の約9割が0歳児から2歳児と
いう現状を踏まえ、入所定員数の確保が急務となっています。

事業
内容

賃貸物件を活用した小規模保育事業を実施する事業者に対し、改修費や賃
借料の一部を補助するものです。

事業開始
年度 平成29年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

小規模保育改修費等補助金 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 13 重点プロジェクト№ ①－9
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ 41

事業名
（補助金名）

特定教育・保育施設等整備事業費補助金 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 14 重点プロジェクト№ ①-10

事業
内容

幼稚園から認定こども園へ移行する施設に対し、施設整備に係る費用の一
部を補助するものです。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

保育所等の利用定員数 現状値
(平成29年度) 2,812人

現状と
課題

全国的な保育ニーズの高まりを背景に、本市の保育所等における待機児童数は増加傾向にあ
り、その解消が喫緊の課題となっています。

3,646人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 3,099人 3,441人 3,460人 3,646人

96.9%

成果指標の実績値 3,075人 3,420人 3,436人 3,555人 3,533人

達成率 99.2% 99.4% 99.3% 97.5%

令和4年度において、新たな施設の開設は
なかったため、施設数は前年度と同数と
なります。

決算額(千円) 541,252 117,067 － － －

１ 保育所等の利用定員数の推移

□成果の説明（サービス水準）

定員数の見直しにより、令和3年度に
3,555人であった利用定員数が、令和4年
度には3,533人と減少しましたが、保育
ニーズの高い1・2歳児クラスにおいては9
人増加しました。

２ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所の施設数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和4年度において、対象となる施設整備
がなかったため、補助金の交付はありま
せんでした。

令和４
年度の
評価

令和4年度においては、対象となる施設がなかったため、整備に係る補助は実施しませんでし
た。なお、今後も私立幼稚園から認定こどもへの移行支援を継続して行っていきます。

今後の
方向性

現状維持

本市の待機児童数や施設の入所状況などを踏まえ、予算の範囲内で必要に応じ、認定
こども園への移行施設数の見直しを柔軟に進めるなど、適切な保育サービスが提供さ
れるよう、引き続き、利用定員確保に向けた取組を進め、待機児童ゼロを目指しま
す。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

利用児童数が減少したことにより、決算
額が減額となりました。

令和４
年度の
評価

令和3年度と比較して延べ利用者数、決算額の減少がみられましたが、パートなど短時間で働く
保護者への支援を行うことができ、多様な保育ニーズへの対応が図れました。

今後の
方向性

現状維持

私立幼稚園から認定こども園へ移行する施設への支援を進めるとともに、幼児教育・
保育の無償化の対象となったことを利用児童拡充の機会と捉え、積極的な事業周知な
どにより、引き続き一時預かり事業の拡充を図っていきます。

令和3年度20,993人だった延べ利用者数
が、令和4年度は18,532人と減少となりま
した。

決算額(千円) 5,748 10,294 16,735 20,904 17,067

１ 市内認定こども園数の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和4年度は市内認定こども園施設に増減
なく推移し、前年度と同数の7施設でし
た。

２ 一時預かり事業利用児童数の推移

□成果の説明（取組内容） 

87.5%

成果指標の実績値 3施設 6施設 7施設 7施設 7施設

達成率 100.0% 100.0% 87.5% 87.5%

8施設

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 3施設 6施設 8施設 8施設

成果
指標

市内認定こども園数 現状値
(平成29年度)

2施設

現状と
課題

短時間での就労を希望する保護者に対する支援が課題となっています。

事業
内容

保護者が教育を希望する満3歳以上の園児を対象に行う一時預かり事業につ
いて、施設型給付を受ける認定こども園に委託するものです。

事業開始
年度 平成27年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

施設型給付一時預かり事業 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 15 重点プロジェクト№ ①-11
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

対象施設が１園減ったことに伴い、決算
額が令和3年度3,360千円から令和4年度
3,120千円に減額となっています。

令和４
年度の
評価

市内全ての私立幼稚園において預かり保育事業を実施していることから、パートなど短時間で
働く保護者への支援を行うことができ、多様な保育ニーズへの対応が図れました。

今後の
方向性

現状維持

幼稚園から認定こども園への移行が進んでいることから、預かり保育事業の利用者数
は減少傾向にあります。なお、幼稚園の預かり保育事業は、令和元年10月に開始され
た幼児教育・保育の無償化の対象とされていることから、多様な保育ニーズへの対応
を図るとともに、引き続き、保護者の就労支援や子育て支援を行います。

対象施設は1園減となりましたが、一時預
かり利用者数は、令和3年度は延べ
73,187、令和4年度は延べ73,441人と増加
しています。

決算額(千円) 4,320 3,600 3,360 3,360 3,120

１ 実施園数の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和4年4月に私立幼稚園1園が閉園したた
め市内の私立幼稚園は13園となりました
が、全ての私立幼稚園において、預かり
保育事業が実施されています。

２ 一時預かり利用者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

100.0%

成果指標の実績値 18園 15園 14園 14園 13園

達成率 100.0% 100.0% 107.7% 107.7%

13園

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 18園 15園 13園 13園

成果
指標

実施園数 現状値
(平成29年度)

19園

現状と
課題

短時間での就労を希望する保護者に対する支援が課題となっています。

事業
内容

通常の教育時間（1日4時間）の前後の時間外に預かり保育を実施する市内
私立幼稚園設置者に対し、補助金を交付するものです。

事業開始
年度 平成22年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ 37

事業名
（補助金名）

私立幼稚園預かり保育事業費補助金 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 16 重点プロジェクト№ ①-12
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和4年度は、延べ利用者数の微減に伴
い、令和3年度と比較して減額となりまし
た。

令和４
年度の
評価

私立幼稚園、認定こども園、認可外保育施設等の利用料等について、負担金として交付するこ
とにより、保護者の経済的負担の軽減が図られました。

今後の
方向性

現状維持

幼児教育・保育の無償化の対象となったことを利用児童拡充の機会と捉え、積極的に
事業周知を実施するとともに、多様な保育ニーズへの対応を図りながら引き続き、保
護者の経済的支援を行います。

令和3年度から私立幼稚園1園が閉園した
ため、給付対象施設が減となりました。

決算額(千円) － 389,977 727,487 694,523 658,007

１ 延べ利用者数の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和4年度は、見込みより利用者が少な
く、令和3年度と比較して微減となりまし
た。

２ 対象となる市内の施設数推移

□成果の説明（取組内容） 

142.0%

成果指標の実績値 － 17,966人 34,189人 33,124人 30,537人

達成率 － 89.8% 166.8% 157.7%

21,500人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 － 20,000人 20,500人 21,000人

成果
指標

延べ利用者数 現状値
(平成30年度) －

現状と
課題

幼児教育・保育の無償化の実施により全国的に保育ニーズは高まっており、引き続き子育て世
帯の負担軽減のため、経済的な支援が必要となります。

事業
内容

私立幼稚園、認定こども園（教育利用）、認可外保育施設等の保育料や利
用料等について、一定の条件を満たす保護者に対し、負担金を交付するも
のです。

事業開始
年度 令和元年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ －

事業名
（補助金名）

子育てのための施設等利用給付負担金 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 17 重点プロジェクト№ ①-13
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和4年度は、延べ免除対象者の減に伴
い、令和3年度と比較して減額となりまし
た。

令和４
年度の
評価

低所得者世帯または多子世帯の子どもが幼稚園を利用する場合に、保護者が支払うべき副食材
料費に要する費用を助成することにより、保護者の経済的負担の軽減が図られました。

今後の
方向性

現状維持
私立幼稚園から認定こども園への移行について、引き続き支援するとともに、子育て
世帯の負担軽減を図るため、今後も本事業を継続して実施していきます。

令和4年度は見込みより対象者が少なく、
令和3年度と比較して減となりました。

決算額(千円) － 5,889 9,324 10,724 5,236

１ 私立幼稚園数（新制度未移行幼稚園）の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和4年度は新制度未移行幼稚園1園の閉
園に伴い、13園に減少しました。

２ 延べ免除対象者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

100.0%

成果指標の実績値 － 15園 14園 14園 13園

達成率 － 100.0% 100.0% 100.0%

13園

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 － 15園 14園 14園

成果
指標

私立幼稚園数（新制度未移行幼稚園） 現状値
(平成30年度) －

現状と
課題

幼児教育・保育の無償化の実施により全国的に保育ニーズは高まっており、引き続き子育て世
帯の負担軽減のため、経済的な支援が必要となります。

事業
内容

幼児教育・保育の無償化に伴い、私立幼稚園に通園する多子世帯等を対象
に副食材料費を補助するものです。

事業開始
年度 令和元年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ －

事業名
（補助金名）

実費徴収に係る補足給付事業 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 18 重点プロジェクト№ ①-14
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和４年度は、感染拡大防止のため、中
止や実施方法を変更した事業がありまし
た。英語指導助手は、小学校専属のＡＬ
Ｔを配置するなど、より充実した外国語
教育を推進することができました。ま
た、学校運営協議会の設置など、地域の
人材の活用が進み、地域に根差した教育
活動を支援することができました。

令和４
年度の
評価

令和４年度は研究委嘱校の取組を、集合型による発表により、市内の小・中・義務教育学校に
広めることができました。また、小学校22校全てに小学校英語指導助手を派遣し、外国語の授
業の教材作成や授業中の児童への支援を充実させました。グローバル集会や各種児童生徒の展
覧会は、可能な限りオンラインで開催し、地域や保護者に児童生徒の活躍について広く周知す
ることができました。

今後の
方向性

現状維持

魅力ある学校づくりのための授業改善を進め、「伝えあい　学びあい」の学習の普
及・充実を目指します。また、小学校英語指導助手の配置、各種展覧会の開催など、
学校や地域のニーズに応じた支援を積極的に行い、特色ある教育を今後も推進してい
きます。

令和４年度は、小・中・義務教育学校23
校に教科等の研究を委嘱しました。研究
が最終年度となる9校が研究発表を行い、
研究の成果を市内外へ広げることができ
ました。今後共有した成果を発展させる
ことで学校全体の教育力の向上が期待さ
れます。

決算額(千円) 28,029 26,940 22,989 22,809 23,008

１ 「伝え合い　学び合い」に取り組む授業の普及する割合（小学・中学）

□成果の説明（サービス水準）

令和３年度と比較し、目標値に対する達
成率は高いものの、中学校で減少してい
ます。今後も「伝えあい　学びあい」の
ある工夫された授業の実現を目指し、教
職員への研修を進めていきます。

2　研究委嘱校の割合の数値

□成果の説明（取組内容） 

101.9%
99.3%

成果指標の実績値
80.0%
76.9%

74.1%
70.6%

―
79.7%
77.4%

81.5%
74.5%

達成率
109.6%
114.8%

98.8%
102.3%

―
100.9%
106.0%

80.0%
75.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
73.0%
67.0%

75.0%
69.0%

77.0%
71.0%

79.0%
73.0%

成果
指標

「伝え合い　学び合い」に取り組む授業の普及する割合
（上段：小学・下段：中学）

現状値
(平成29年度)

74.1％
66.7％

現状と
課題

魅力ある学校づくりのため、教育委員会からの各教科等の研究委嘱、美術や硬筆等の展覧会を実施しています。感染
症拡大防止のため、中止となった展覧会・研究発表などがありましたが、オンラインでの開催など今までにはない工
夫を取り入れ、児童生徒の作品展示や、地域や社会とつながる教育活動を展開してきました。今後は、よりいっそう
家庭・地域と連携した特色ある教育活動を目指し、人的・物的支援を行う必要があると考えます。

事業
内容

「小学校英語教育」「理科教育」「芸術文化活動」「読書活動」など、確
かな学力をはぐくみ、特色ある教育活動に対して支援を行います。

事業開始
年度 平成23年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

特色ある教育推進事業 課名 指導課

施策番号 1-2-1 実施計画№ 19 重点プロジェクト№ ①－15
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出は、さわやか相談員、特別支援
学級や普通学級を支援する助手配置のた
めの報酬、賃金、人権教育指導資料、社
会科副読本等の印刷に係る費用となりま
す。学校教育を多面的に支援し、学校教
育の充実と教育水準の維持・向上が図ら
れています。なお、報酬・賃金の改定に
伴い、決算額が増額しています。

令和４
年度の
評価

令和４年度は、市内小・中・義務教育学校においては学力の向上に向けて校内研修を充実させ、
児童生徒の個々の伸びを把握しながら指導法の工夫・改善を図りました。また、教職員研修の充
実、きめ細かな支援を進めるための少人数指導の充実、学校の現状やニーズに応じた支援助手や
相談員の配置を行い、教育水準の向上を図ることができました。

今後の
方向性

現状維持

教職員資質向上を図る研修会、指導主事・学校教育専門員による学校訪問、学校のニー
ズに応じた支援員や相談員の配置を継続し、学校の教育力の向上、児童生徒一人一人の
伸びを支援するよう努めます。

令和４年度は、指導主事等による訪問指
導を136回実施しました。また、校内研修
会における指導、学校行事への支援など
により、授業改善や教育活動の充実を図
ることができました。

決算額(千円) 105,664 105.532 147,320 154,050 157,572

１ 「伝え合い　学び合い」に取り組む授業の普及する割合（小学・中学）

□成果の説明（サービス水準）

令和３年度と比較し、目標値に対する達
成率は高いものの、中学校で減少してい
ます。今後も「伝えあい　学びあい」の
ある工夫された授業の実現を目指し、教
職員への研修を進めていきます。

２ 指導主事等による市内小・中学校への訪問指導回数

□成果の説明（取組内容） 

101.9%
99.3%

成果指標の実績値
80.0%
76.9%

74.1%
70.6%

―
79.7%
77.4%

81.5%
74.5%

達成率
109.6%
114.8%

98.8%
102.3%

―
100.9%
106.0%

80.0%
75.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
73.0%
67.0%

75.0%
69.0%

77.0%
71.0%

79.0%
73.0%

成果
指標

「伝え合い　学び合い」に取り組む授業の普及する割合
（上段：小学・下段：中学）

現状値
(平成29年度)

74.1％
66.7％

現状と
課題

市内小・中・義務教育学校の教育水準の維持・向上を図るため、市教委委嘱教科等の研究による
教職員研修や少人数指導の充実、支援助手や相談員の配置、生徒指導特別委員会の開催など多様
な支援を行っています。さらに学校の現状やニーズに応じた人員の配置及び研修会等の実施に努
めます。

事業
内容

学校教育の充実と教育水準の維持・向上を図るため、積極的に教育活動を支
援します。

事業開始
年度

平成18年度

事業見直し
年度

令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

学校教育支援事業 課名 指導課

施策番号 1-2-1 実施計画№ 20 重点プロジェクト№ ①-16

105,664 105,532

147,320

154,050

157,572

100,000
110,000
120,000
130,000
140,000
150,000
160,000
170,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）

80.0

74.1

79.7 81.5

76.9
70.6

77.4
74.5

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

小学校

中学校

（単位:%）

195
164 155 142 136

100

150

200

250

300

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

回数

（単位：回）（春日部市教育委員会主催

初任者、臨任、2･３年次訪問のみ）
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和４年度は15名のＡＬＴを各中学校に1
名ずつ（大規模校には2名）を配置し、２
名を小学校専属として配置しました。中
学校に配置したＡＬＴが小学校に計画的
に訪問し外国語活動の授業等で支援を行
いました。

令和４
年度の
評価

令和４年度は、15名のＡＬＴのうち、13名を各中学校に1名ずつ配置し（大規模校は2名）、その
連携校の小学校にもＡＬＴが計画的に訪問しました。また、２名を小学校専属として派遣し、外
国語活動の授業等において充実が図られました。年間を通して配置していることで、授業以外に
もＡＬＴと触れ合う時間があり、日常の挨拶や会話など、児童生徒とＡＬＴが英語での自然なコ
ミュニケーションが図られる機会となりました。

今後の
方向性

現状維持

自分の考えや思いを英語で表現し、積極的にコミュニケーションを図る児童生徒の育成
を目指します。また、中学校への円滑な接続を目指し、今後もＡＬＴを活用した授業や
グローバル集会の実施内容の充実に努めます。

8月は感染拡大防止のため令和３年度に引
き続き中止、11月は小中学生を対象にオ
ンラインによるグローバル集会を実施し
ました。集合型では実施しませんでした
が、児童生徒は、リモートでＡＬＴと英
会話を楽しみ、英語によるコミュニケー
ションへの関心を高めました。

決算額(千円) 45,058 44.874 55,057 51,975 60,324

１ ＡＬＴ（英語指導助手）を活用した授業数の割合

□成果の説明（サービス水準）

令和４年度も15名のＡＬＴを各中学校に1
名ずつ（大規模校には2名）を配置し、２
名を小学校専属として配置しました。中
学校に配置したＡＬＴが小学校に計画的
に訪問し外国語活動の授業等で支援を行
いました。

２ グローバル集会（ｶｽｶﾍﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ･ﾃﾞｲ）参加者の満足度

□成果の説明（取組内容） 

213.0%
88.8%

成果指標の実績値
21.5%
21.5%

25.1%
20.1%

33.0%
25.0%

39.8%
29.9%

42.6%
22.2%

達成率
123,1%
113.2%

135.7%
98.0%

173.7%
113.6%

204.1%
127.2%

20.0%
25.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
17.5%
19.0%

18.5%
20.5%

19.0%
22.0%

19.5%
23.5%

成果
指標

ＡＬＴ（英語指導助手）を活用した授業数の割合
（上段：小学・下段・中学）

現状値
(平成29年度)

24.9%
25.1%

現状と
課題

令和４年度も15名のＡＬＴを各中・義務教育学校学校に１名ずつと小学校専属ＡＬＴを配置して
います。また、中学校に配置したＡＬＴが小学校を計画的に訪問することで小学校における外国
語活動の授業等でも活用されています。中学校への効果的な接続を目指し、小学校の外国語及び
外国語活動の充実、ＡＬＴの訪問日数の増加を検討する必要があります。

事業
内容

英語によるコミュニケーション能力の素地および基礎を育成するために、Ａ
ＬＴ（英語指導助手）を招致し、英語および国際理解教育の推進を図りま
す。

事業開始
年度

昭和63年度

事業見直し
年度

令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

英語指導助手招致事業 課名 指導課

施策番号 1-2-1 実施計画№ 21 重点プロジェクト№ ①-17

45,058

44,874

55,057

51,975

60,324

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）

21.5
25.1

33.0
39.8 42.6

21.5

20.1
25.0

29.9 22

15.0

25.0

35.0

45.0

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

小学校

中学校

（単位：%）

100 100

97 97

85
89

70
75
80
85
90
95

100

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

８月

11月

（単位：％）
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため本事業は中止としました。

令和４
年度の
評価

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業所での職業体験は中止としまし
たが、各学校が工夫をし、勤労の意味、働くことの重要性、保護者への感謝など、生徒一人一
人の心を育てることができました。

今後の
方向性

縮小
これまで、多くの事業所の協力により、生徒に望ましい職業観や勤労観が養われまし
た。コロナ禍における関係機関とのよりよい連携の在り方を検討しながら、中学１年
生が望ましい職業観や勤労観を持つことができるように今後も支援していきます。

令和４年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、事業所での職業体験
は中止としました。今後も、本事業の意
義をふまえ、事業所との連携を進めてい
きます。

決算額(千円) 930 930 0 364 0

１ 参加校と参加人数の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和４年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため事業所での職業体験は
中止としましたが、各学校が工夫をし、
職業体験に替わる調べ学習やリモートで
の体験をしました。生徒は、勤労の意
味、働くことの重要性などを感じながら
貴重な学びを得ることができました。

２ 協力事業所数の推移

□成果の説明（取組内容） 

ー

成果指標の実績値 13校 12校 ― ― ー

達成率 100.0% 100.0% ― ―

12校

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 13校 12校 12校 12校

成果
指標

参加校と参加人数の推移 現状値
(平成29年度)

13校

現状と
課題

令和４年度も新型コロナウイルスにより生徒が、事業所で職業体験を行うことはできませんで
したが、新たな実施方法を検討しながら、生徒一人ひとりが望ましい職業観や勤労観を持つこ
とができるように今後も支援していきます。

事業
内容

春日部市教育月間に市内12中学校の１年生合計約1,800名が、市内を中心と
する事業所において職場体験を行います。

事業開始
年度 平成15年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

中学生社会体験チャレンジ事業 課名 指導課

施策番号 1-2-1 実施計画№ 22 重点プロジェクト№ ①－18

930 930

0
364

0

200

400

600

800

1,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）

13 12

1,714

1,811

1,700

1,750

1,800

1,850

0
2
4
6
8

10
12
14

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

参加校

参加人数

（単位：校・名）

383 387

200

300

400

500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

事業所数

（単位：カ所）

18



◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出は、臨床心理士、学校心理士な
ど専門家に対する謝礼、教育相談セン
ター等の補助員に対する臨時職員賃金と
なります。児童生徒の発達や特性に関す
る相談や複雑化・多様化する相談内容に
対応し、ケースに応じた適切なサポート
が行うことができました。

令和４
年度の
評価

4,434回の相談を実施しました。一人の相談者に継続しての対応も多くみられました。また、教
育相談センターや適応指導教室では、不登校の児童生徒への指導や支援を年間通して行いまし
た。適応指導教室での学びや出会いを通じて生徒自身が進路選択・決定をしたケースや、児童
が徐々に自己表現できるようになったケース等、相談や支援を通して児童生徒の気持ちの変容
や成長が見られました。児童生徒及び保護者の一人一人のニーズに応じた丁寧なサポートが、
子どもたちの健全育成及び家庭の教育力の向上に繋がったものと考えます。

今後の
方向性

現状維持

今後も児童生徒、保護者の気持ちやニーズに寄り添った相談や支援の一層の充実を図
り、問題の未然防止、早期発見、早期解決に努めます。また、不登校の児童生徒につ
いては「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自ら
の進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指すための支援として、保護者
や学校、関係機関と連携を図り「居場所づくり」や「つながりづくり」等の支援に努
めていきます。

教育相談センター、適応指導教室大沼分
館、適応指導教室庄和分館の３館におい
て面接や電話による相談を、令和４年度
は延べ4,434回行いました。コロナ禍にお
いても、継続的なサポートや相談者への
丁寧な対応によって安心できる相談体制
づくりを進めていきます。

決算額(千円) 8,257 7,977 8,663 8,202 9,342

１ 不登校の比率（小学・中学）

□成果の説明（サービス水準）

令和４年度は、小・中学校共に増加傾向
が見られましたが、スクール・ソーシャ
ル・ワーカーや適応指導教室の活用によ
り、個に応じた相談や支援を組織的に進
めることができました。また、関係機関
とつながり、児童生徒の居場所作りへと
つながりました。

２ 相談回数の推移

□成果の説明（取組内容） 

8.3%
39.7%

成果指標の実績値
0.61%
3.11%

0.69%
3.72%

0.69%
3.35%

0.94%
4.70%

1.45%
5.56%

達成率
45.9%
99.7%

36.2%
75.3%

29.0%
74.6%

16.0%
47.9%

0.12%
2.21%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
0.28%
3.10%

0.25%
2.80%

0.20%
2.50%

0.15%
2.25%

成果
指標

不登校の比率（上段：小学・下段：中学） 現状値
(平成29年度)

0.28%
3.41%

現状と
課題

いつでも、誰でも相談できる市民に開かれた機関として、子育てに関する様々な相談に応じて
います。子どもの発達や特性に関すること、養育・家庭問題に関する相談が多くなっており、
社会の変化に伴って複雑化・多様化する問題に対して、今後も適切な対応を行っていきます。

事業
内容

子どもの養育や教育についての相談をとおして、子供の健全育成と家庭の
教育力の向上を図ります。さらに、複雑化、多様化する社会や家庭に起因
するさまざまな子育てに関する教育問題への相談体制を整えます。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

教育相談センター運営事業 課名 指導課

施策番号 1-2-2 実施計画№ 23 重点プロジェクト№ ①-19

8,257

7,977

8,663

8,202

9,343

7,000
7,500
8,000
8,500
9,000
9,500

10,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）

0.61 0.69 0.69 0.94 
1.45 

3.11
3.72

3.35

4.70 
5.56 

0.00

2.00

4.00

6.00

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

小学校

中学校

（単位：％）

3,655 3,894

2,997 3,181

4,434

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

相談回数

（単位：回）
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

こころのサポート推進事業 課名 指導課

施策番号 1-2-2 実施計画№ 24 重点プロジェクト№ ①-20

事業
内容

いじめや不登校などの学校生活の不安や悩みの解消に向け、臨床心理士や
学校心理士等の専門家チームを組織し、学校訪問をするなど、相談体制の
拡充を図り、問題の未然防止や早期発見・早期解消を図ります。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

不登校の比率（上段：小学・下段：中学） 現状値
(平成29年度)

0.28%
3.41%

現状と
課題

心のサポートチームによる巡回訪問を行い、各学校の児童生徒に関する情報交換を行うととも
に、臨床心理士・学校心理士等が直接指導・助言することにより、いじめ・不登校問題等の未
然防止や早期解消を図っています。今後も継続的にきめ細やかな支援を行う必要があります。

0.12%
2.21%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
0.28%
3.10%

0.25%
2.80%

0.20%
2.50%

0.15%
2.25%

8.3%
39.7%

成果指標の実績値
0.61%
3.11%

0.69%
3.72%

0.69%
3.35%

0.94%
4.70%

1.45%
5.56%

達成率
45.9%
99.7%

36.2%
75.3%

29.0%
74.6%

16.0%
47.9%

令和４年度は、各学校への定期訪問と随
時訪問を行い、254回実施となりました。
学校、家庭からの要請に適切に対応でき
ています。今後も関係機関や専門家とつ
ながることで、児童生徒の心のサポート
に努めます。

決算額(千円) 2,485 2,544 2,315 3,000 2,860

１ 不登校の比率（小学・中学）

□成果の説明（サービス水準）
令和４年度は、小学校、中学校共に増加
傾向が見られました。スクール・ソー
シャル・ワーカーや相談員とつなげるこ
とで、児童生徒や家庭への支援につなげ
ました。また、個に応じた相談や支援を
組織的に進めることにより、さわやか相
談室や適応指導教室等につながった児童
生徒もいました。

２　訪問回数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出は、心理士、スクールソーシャ
ルワーカーなど専門家に対する謝礼とな
ります。児童生徒の発達や特性に関する
相談や複雑化・多様化する相談内容に対
応し、ケースに応じた適切なサポートや
学校への情報提供を行うことができまし
た。

令和４
年度の
評価

令和４年度、心理士やスクールソーシャルワーカー等の専門家を含む「こころのサポートチー
ム」として各学校へ定期訪問と随時訪問を行いました。主にいじめ・不登校について各学校と
情報交換や支援方針の協議等を行うことができました。専門的な立場からの支援により、学校
が安心して課題解決に取り組めるという成果が出ています。

今後の
方向性

現状維持
今後も専門家等を含めたチームによる学校訪問を定期・随時に行い、学校及び児童生徒
の支援に努めてまいります。

2,485

2,544

2,315

3,000

2,860

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

（単位：千円）

0.61 0.69 0.69 0.94 
1.45 

3.11 
3.72 

3.35 

4.70 
5.56 

0.00

2.00

4.00

6.00

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

小学校

中学校

（単位：％）

185 185

273

135

254

0

100

200

300

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

訪問回数

（単位：回）

20



◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

いじめ防止対策推進事業 課名 指導課

施策番号 1-2-2 実施計画№ 25 重点プロジェクト№ ①－21

事業
内容

いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進していきます。

事業開始
年度 平成27年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

不登校の比率（上段：小学・下段：中学） 現状値
(平成29年度)

0.28%
3.41%

現状と
課題

春日部市いじめ防止条例および春日部市いじめ防止基本方針に基づき、いじめへの対処を組織
的、計画的に実施しています。いじめを未然に防止していくためには、引き続き、いじめを生
まない土壌づくり等、学校または関係機関等へ情報提供、周知していく必要があります。

0.12%
2.21%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値
0.28%
3.10%

0.25%
2.80%

0.20%
2.50%

0.15%
2.25%

8.3%
39.7%

成果指標の実績値
0.61%
3.11%

0.69%
3.72%

0.69%
3.35%

0.94%
4.70%

1.45%
5.56%

達成率
45.9%
99.7%

36.2%
75.3%

29.0%
74.6%

16.0%
47.9%

本年度は、感染防止対策を講じて集合型
で実施しました。講師やパネリストの話
を直接きくことができてよかったとの感
想が多数寄せられました。

決算額(千円) 102 100 102 77 75

１ 不登校の比率（小学・中学）

□成果の説明（サービス水準）
不登校の要因は、学校生活や家庭環境の
関わりなど多岐にわたりますが適応指導
教室やさわやか相談室など、教室以外の
居場所につなげる支援を行うことができ
ました。不登校児童生徒の比率は、増加
しましたが、個に応じた相談や支援を組
織的に進めることができたと考えていま
す。

２ 「不登校を考えるシンポジウム」参加者数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出は「いじめ問題対策調査委員」
報酬となります。会議が適切に運営され
いじめ防止・いじめ対策に係る協議、情
報共有を行うことができています。

令和４
年度の
評価

令和5年2月に実施した「不登校を考えるシンポジウム」では、保護者、生徒、教職員など学校
教育関係者など、今まで以上に本事業への周知、参加が実現できました。また、「春日部市い
じめ問題対策連絡協議会」の開催、いじめ問題対策調査委員からいじめ防止等のための対策等
について意見聴取をし、情報交換を行うことができました。

今後の
方向性

現状維持

今後も保護者、教職員、児童生徒に資する「不登校を考えるシンポジウム」を年1回開
催します。また「春日部市いじめ問題対策連絡協議会」及び「春日部市いじめ問題対策
調査委員会」の適切な運営を行い、いじめ防止・いじめ対策に取り組みます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

校舎トイレ改修事業 課名 施設課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 26 重点プロジェクト№ ①-22

事業
内容

児童生徒の学校環境の改善を図るため、校舎トイレの全面リニューアルを
実施します。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

学校トイレの洋便器率 現状値
(平成29年度)

27.2%

現状と
課題

小中学校の校舎は、昭和40年代から50年代にかけての児童生徒急増期に一斉に建築されたもの
が多く、トイレについては、和便器が中心となっているだけではなく、排水管の腐食による漏
水、トイレブースの老朽化等の課題があることから、計画的な整備が必要となっています。

35.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 29.6% 32.0% 33.0% 34.0%

142.0%

成果指標の実績値 30.3% 33.9% 37.9% 43.1% 49.7%

達成率 102.4% 105.9% 114.8% 126.8%

本年度の第2次春日部市総合振興計画前期
基本計画実施計画により、小学校3校の改
修を行い、児童の学校環境の改善を図り
ました。

決算額(千円) 432,324 150,203 163,900 349,316 472,120

１ 学校トイレの洋便器率

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、事業計画どおりに整備を進め
られ、設置率は順調な推移となっていま
す。目標値に対し14.7ﾎﾟｲﾝﾄのプラスと
なっていることから、達成率が142.0％と
なったものです。

２ 校舎トイレ改修の実施校数（累計）

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度の小学校3校の改修を行った決算の
内訳は、トイレ改修工事472,120,000円と
なっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、小学校3校の洋便器化を進めることができ、児童の学校環境の改善を図ることができ
ました。

今後の
方向性

現状維持

小中学校等の校舎は児童生徒が一日の大半を過ごす場所であり、健康的・衛生的な生
活を送ることができるよう、国・県の動向を注視し、有利な財源の活用を図り、関係
部署と連携して校舎トイレ改修工事を進めていきたいと考えます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

通学路安全対策事業 課名 学務課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 27 重点プロジェクト№ ①-23

事業
内容

児童生徒の安全を確保するため、学校、ＰＴＡ、自治会及び関係機関等と
連携し、通学路の安全対策の実施と進捗状況の把握に努めます。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

通学路安全対策の達成率 現状値
(平成29年度)

62.0%

現状と
課題

通学路周辺の状況把握に努め、登下校時における児童生徒の安全確保を図る必要があります。

77.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 65.0% 68.0% 71.0% 74.0%

119.1%

成果指標の実績値 61.5% 84.0% 85.1% 78.9% 91.7%

達成率 94.6% 123.5% 119.9% 106.6%

通学路周辺の状況把握のため、各学校か
ら安全対策の要望があった箇所について
現場確認を行い、関係機関と連携して安
全対策を講じました。

決算額(千円) 0 0 0 0 0

１ 通学路安全対策の達成率

□成果の説明（サービス水準）

学校からの要望に基づき、横断歩道・停
止線の再塗布や路肩の補修等を実施した
ことにより、通学時における児童生徒の
安全を図ることができました。前年度ま
でに完了できなかった案件に対応したこ
とにより、目標値を上回る結果となりま
した。

２ 通学路安全対策の対応件数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

ゼロ予算事業です。
予算については、安全対策を実施する関
係部署で予算計上をしています。

令和４
年度の
評価

本年度は、各校からの要望に基づき路面標示の再塗布や路肩の補修等を実施したことで、登下
校時の児童生徒の安全確保の向上が図られたものと考えています。

今後の
方向性

現状維持
関係部署等と連携することにより通学路の安全対策は計画的に推進されており、今後
も継続的に現地状況の把握及び計画的な安全対策の実施を進めていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ 83・84

事業名
（補助金名）

未来を担う人財育成事業 課名 学務課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 28 重点プロジェクト№ ①-24

事業
内容

児童生徒のチャレンジ精神の向上を図り、未来を担う人財を育成するた
め、提案型選考による奨学金の交付と英語検定費用の助成を実施します。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

英語検定費用助成人数 現状値
(平成29年度)

-

現状と
課題

世界で通用する人材を育成するためには、学校教育における英語力の向上を図る必要がありま
す。

1,080人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 720人 810人 900人 990人

64.7%

成果指標の実績値 475人 677人 644人 779人 699人

達成率 66.0% 83.6% 71.6% 78.7%

広報紙及び市ホームページへの掲載、チ
ラシの配布により制度の周知を図りまし
た。また、普段通っている学校で英語検
定を受験することにより、受験しやすい
環境を整えました。

決算額(千円) 1,788 5,763 3,380 4,734 4,803

１ 英語検定費用助成人数

□成果の説明（サービス水準）

助成対象の生徒に対して制度を周知し、
英語検定費用の助成を行うことにより、
英語力の向上を図ることができました
が、今年度の目標人数を達成することが
できませんでした。

２ 英語検定料助成の周知活動及び受験環境の取組

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

英語検定費用助成額は昨年度より減、奨
学金交付額は昨年度より増となったた
め、決算額はほぼ横ばいとなりました。
　　英語検定費用助成 3,159,300円
　　奨学金交付　 　　1,643,000円

令和４
年度の
評価

ホームページ掲載やチラシ配布等で制度周知に努めましたが、英語検定費用助成人数を目標値
に到達させることができませんでした。

今後の
方向性

縮小
事業開始から５年が経過し事業の見直しを行った結果、令和４年度をもって終了する
こととなりました。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

小・中学校情報教育推進事業 課名 学校総務課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 29 重点プロジェクト№ ①-25

事業
内容

小・中学校のコンピュータ等の情報機器を整備することで、児童・生徒に
対する情報教育を推進し、学校教育の充実を図ります。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

小・中学校LAN環境の整備校数 現状値
(平成29年度)

28校

現状と
課題

小・中・義務教育学校に整備している情報機器（タブレット型パソコン及びプリンター等の周
辺機器）及び校内ネットワークについて、維持管理及び入替更新をしています。児童生徒１人
１台のタブレット型パソコン（約１万７千台）とそれに伴う機器を、維持管理していくことが
課題となっています。

34校

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 28校 34校 34校 34校

100.0%

成果指標の実績値 28校 34校 34校 34校 34校

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度に入替え予定で、再賃貸者とし
た中学校5校について、更新入替えを実施
しました。このことから、児童・生徒へ
の情報教育の充実が図られています。

決算額(千円) 284,282 419,704 1,721,203 435,453 545,036

１ 小・中学校LAN環境の整備校数

□成果の説明（サービス水準）

令和2年度に国の補助金を活用し、校内通
信ネットワークの通信速度を1Gbpsから
10Gbps（理論値）に増強したことから、
ネットワーク機器及びネットワーク接続
の維持管理に努めました。

２ 情報機器入替更新校数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

子どもたちの学力向上を目指し、一人ひ
とりに応じた学びをより一層充実するた
めに学習支援ソフトを導入していたこと
から、本年度は増額となっています。

令和４
年度の
評価

賃貸借で整備している情報機器、国からの補助金を活用することにより整備したタブレット型
パソコン及び校内通信ネットワークについて、学習環境に支障がないように維持管理するとと
もに、令和４年６月からタブレット型パソコンで使用する学習支援ソフトを導入したことによ
り、児童・生徒への情報教育の充実を図りました。

今後の
方向性

現状維持

パソコン等の情報手段を活用するには、必要な環境を整えることが必要です。引き続
き、情報活用判断・情報活用能力・情報モラルを育成するため、情報機器及び校内
ネットワークの維持管理や入替更新により、情報教育環境の充実を図ります。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

前年度と比較すると、決算額は微額と
なっています。
図書の購入だけではなく、図書の補修・
修繕により蔵書の充実を図りました。

令和４
年度の
評価

蔵書冊数は減少しましたが、各学校に購入費用を予算措置することで、各学校は学校図書を計
画的に購入することができ、学習環境の充実に繋げられたものと考えます。
また、学校図書館の充実を図るため、平成26年度より継続して小学校22校、義務教育学校1校の
図書館に、学校図書館支援員6名（3校から4校に対し1名）を配置し、児童の読書意欲の向上や
適切な蔵書の活用等に取り組みました。

今後の
方向性

現状維持

各学校の児童・生徒数に応じて購入費用を予算措置していますが、図書標準が未達成
である学校については、傾斜配分を行うことを継続します。
引き続き、学校図書館支援員を活用して、小学校・義務教育学校図書館の充実を図り
ます。また、中学校についても司書職員の訪問支援により、中学校図書館の充実を図
ります。

記述されている内容等が古くなり、利用
価値が失われた図書や破損した図書の廃
棄により、蔵書冊数が減少しましたが、
図書の廃棄により、蔵書内容の見直しを
図りました。

決算額(千円) 23,279 23,540 22,243 23,511 23,577

１ 小・中学校図書館 図書標準達成校数

□成果の説明（サービス水準）

図書標準達成校数に増減はありませんが、蔵
書内容の見直し等により学校図書館の充実を
図りました。

２ 全小・中学校学校図書館の蔵書冊数

□成果の説明（取組内容） 

91.2%

成果指標の実績値 33校 32校 31校 31校 31校

達成率 103.1% 97.0% 91.2% 91.2%

34校

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 32校 33校 34校 34校

成果
指標

小・中学校図書館 図書標準達成校数 現状値
(平成29年度)

31校

現状と
課題

学校教育の充実を図るため、学校図書館の蔵書冊数について、全ての小・中・義務教育学校で
学校図書館図書標準の達成に努めます。

事業
内容

小学校図書館に図書を整備するとともに、学校図書館支援員を配置し、学
校教育の充実を図ります。また、中学校図書館に図書を整備し、学校教育
の充実を図ります。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

小・中学校図書館整備事業 課名 学校総務課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 30 重点プロジェクト№ ①-26
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度に実施した小学校11校の設置工事
の決算額の内訳は、318,450,000円となっ
ています。

令和４
年度の
評価

小学校22校中残りの11校の特別教室エアコン整備事業については、令和3年度に設計、令和4年
度に工事を実施し、子ども達の学習環境の改善を図ることができました。

今後の
方向性

縮小
市内小学校22校、中学校11校、義務教育学校1校の特別教室エアコン整備については、
令和4年度に工事を実施し、本事業が完了しました。

昨年度は、小学校22校中11校の整備が完
了し、本年度も小学校11校の特別教室エ
アコン整備を行い、子ども達の学習環境
の改善を図りました。

決算額(千円) ― ― 170,302 180,826 318,450

１ 特別教室のエアコン設置率

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、事業計画どおりに整備を進め
られ、緊急修繕による成果も踏まえ、設
置率は順調な推移となり、達成率は
102.3％になっています。

２ エアコン整備工事の実施校数（累計）

□成果の説明（取組内容） 

102.3%

成果指標の実績値 ― ― 53.2% 65.0% 79.4%

達成率 ― ― 100.0% 100.0%

77.6%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 ― ― 53.2% 65.0%

成果
指標

特別教室のエアコン設置率 現状値
(令和元年度)

40.6%

現状と
課題

近年、気温が35度以上となる猛暑日が増える中、学校における暑さ対策は全国的な課題となっ
ています。現在は、エアコンが設置されていない特別教室の夏の暑さ対策は、窓の開放や扇風
機の活用により対応していることから計画的な整備が必要となっています。

事業
内容

子ども達の学習環境の改善を図るため、小中学校等の特別教室のうち4教室
にエアコン整備を実施します。

事業開始
年度 令和元年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

特別教室エアコン整備事業 課名 施設課

施策番号 1-2-3 実施計画№ 31 重点プロジェクト№ ①-27
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

放課後子ども教室推進事業 課名 社会教育課

施策番号 1-3-1 実施計画№ 32 重点プロジェクト№ ①-28

事業
内容

放課後等における子どもたちの安心・安全な活動およびさまざまな体験活
動の場として「放課後子ども教室」を実施するものです。

事業開始
年度 平成20年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

放課後子ども教室の登録児童の割合 現状値
(平成29年度)

27.8%

現状と
課題

未来を担う子どもたちを健やかに育むためには、学校・家庭及び地域住民等がそれぞれの役割
と責任を自覚しつつ、地域全体で子どもたちを育む体制をつくることが重要と考えます。

30.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 28.5% 28.5% 29.0% 29.5%

43.0%

成果指標の実績値 23.1% 23.2% 1.0% 6.6% 12.9%

達成率 81.1% 81.4% 3.4% 22.4%

令和４年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響はありましたが、実施方法
を工夫することにより、実施校が令和３
年度から１１校増加したため、令和３年
度に比べて参加児童数及びボランティア
スタッフ数は増加しました。

決算額(千円) 1,611 1,882 616 762 1,190

１ 放課後子ども教室の登録児童の割合

□成果の説明（サービス水準）

令和４年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により、目標値に届きませ
んでしたが、実施方法を工夫することに
より、実施校が令和３年度から１１校増
加したため、令和３年度に比べて登録児
童数が増加しました。

２ 放課後子ども教室の参加児童及びボランティアスタッフ延べ人数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和４年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響はありましたが、実施方法
を工夫することにより、実施校が令和３
年度から１１校増加したため、令和３年
度に比べて決算額は増加しました。

令和４
年度の
評価

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響はありましたが、実施方法や内容を工夫
することで、実施校が令和３年度から１１校増加したため、令和３年度に比べて参加児童数が
増加し、登録児童数も増加しました。

今後の
方向性

現状維持

子どもたちの多様な体験活動を推進するため、各放課後子ども教室の実情に合わせて
実施方法を検討し、活動プログラムの充実を図ることで、休止している教室の再開を
図っていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、幸楽荘の屋根排水不良修繕、
大池憩いの家空調機修繕等を行ったた
め、前年と同様の金額となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、お風呂やカラオケなどの利用を一
部休止した期間がありましたが、施設を休館せずに運営したことから、前年度よりも利用者数
は増加しています。今後も施設の修繕等を行い、利用者が快適に、安心して施設を利用できる
よう、施設の運営を行っていきます。

今後の
方向性

現状維持

引き続き、利用者が快適に安心して利用できるよう、必要な修繕等を行い施設を維持管
理します。また、施設の周知を図ることにより、多くの高齢者に来館していただけるよ
う施設の運営を行っていきます。

本年度は　新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、施設でのイベントを
一部中止しました。

決算額(千円) 84,071 59,981 64,924 72,407 73,304

１ 高齢者福祉施設の年間利用者数

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、お風呂やカラオケな
どの利用を一部休止した期間がありまし
た。前年度と比較して、施設は休館せず
に運営していたため、利用者数が増加と
なっています。

２ 高齢者福祉施設の自主又は共催・後援イベント数

□成果の説明（取組内容） 

45.8%

成果指標の実績値 133,813人 114,829人 29,890人 42,056人 65,025人

達成率 97.1% 82.7% 21.4% 29.8%

142,000人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 137,850人 138,880人 139,920人 140,960人

成果
指標

高齢者福祉施設の年間利用者数 現状値
(平成29年度)

136,808人

現状と
課題

高齢者の憩いと安らぎの場として、多くの高齢者に利用いただいていますが、利用者が快適に
安心して利用できるよう、施設の維持管理が求められています。施設の老朽化に伴う適正な維
持管理が課題となっています。

事業
内容

高齢者福祉センター(幸楽荘・寿楽荘)、高齢者憩いの家(大枝・庄和)及び
憩いの家(薬師沼・大池)を運営し、高齢者の憩いと安らぎの場として、ま
た、高齢者の自主的な活動や健康づくりの場として提供するものです。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

高齢者福祉施設運営事業 課名 高齢者支援課

施策番号 2-1-1 実施計画№ 35 重点プロジェクト№ ①-29
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

緊急通報システム設置事業 課名 高齢者支援課

施策番号 2-1-2 実施計画№ 36 重点プロジェクト№ ①-30

事業
内容

一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯などに対し、急病などの緊急時に
迅速な対応を図るため、緊急通報システムを設置します。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

緊急通報システム設置台数 現状値
(平成29年度)

1,730台

現状と
課題

高齢人口が増えるとともに、家族構成については核家族化が進み、高齢者の単身世帯、夫婦の
み世帯が増加しています。住み慣れた地域で自立した生活を送ることができるよう緊急時に対
応できるサービスを提供することが重要であり、地域での孤立化を防ぐことが課題となってい
ます。

2,079台

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 1,759台 1,839台 1,919台 1,999台

79.3%

成果指標の実績値 1,645台 1,697台 1,700台 1,694台 1,648台

達成率 93.5% 92.3% 88.6% 84.7%

本年度は、緊急要請221件、相談488件、
合計709件となりました。

決算額(千円) 23,759 23,983 24,617 24,915 24,351

１ 緊急通報システム設置台数の推移

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、目標値に対しては未達成と
なったものの、長期的には安定した設置
台数で推移しています。

２ 利用件数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、設置台数が減少したため、決
算額も減額となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、目標値に対して未達成となったものの、パンフレットの活用や地域包括支援セン
ターなどによる普及啓発を行い、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯に緊急通報システム
を設置したことにより、高齢者本人や家族の日常の安心につなげることができました。

今後の
方向性

現状維持
一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の日常生活の安全確保に有効な手段であるた
め、今後も普及啓発に努めていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

高齢者安心見守り事業 課名 高齢者支援課

施策番号 2-1-2 実施計画№ 37 重点プロジェクト№ ①-31

事業
内容

高齢者の孤独感の解消、高齢者の生きがいづくりのため、ひとり暮らしの
高齢者や高齢者のみの世帯等に対し、現在ではいきいきクラブの会員が定
期的な電話、訪問により見守りを行います。

事業開始
年度 平成24年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

高齢者安心見守り事業利用者数 現状値
(平成29年度)

49人

現状と
課題

高齢者の増加が見込まれる状況においては、利用者の増加に繋げていくことで、高齢者の見守
り体制を強化していく必要があります。利用者は増加していますが、目標値を下回っているた
め、事業の周知方法の検討など、情報発信の強化が課題となっています。

70人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 50人 55人 60人 65人

82.9%

成果指標の実績値 54人 51人 51人 55人 58人

達成率 108.0% 92.7% 85.0% 84.6%

見守り行う高齢者は減少しました。利用
者が増加してきているため、見守り者数
を増やせるよう、周知や呼びかけを行っ
ていきたいと考えています。

決算額(千円) 458 482 570 666 686

１ 高齢者安心見守り事業利用者数

□成果の説明（サービス水準）

周知により利用者が増加しましたが、市
外への転居や入院・入所などにより中止
する方もいたため、本年度は目標値を下
回る利用者数となりました。

２ 高齢者安心見守り事業見守り者数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

利用者数及びコロナ禍において生活の不
安や健康面での不安を抱える高齢者が増
えたことにより通話時間が増え、決算額
も増加しました。

令和４
年度の
評価

利用者と見守りを行う高齢者は増加したものの、利用者の目標値を下回る結果となりました。
また、コロナ禍において生活の不安や健康面での不安を抱える高齢者が増えたことにより通話
時間が増え、決算額も増加しました。利用者の孤独感の解消や安否確認のため連絡をすること
により、利用者の安心感につなげることができました。

今後の
方向性

拡充

高齢者の孤独感の解消の目的の他、高齢者が自らの手で地域社会及び地域福祉を支え
ていくを目的としており、見守りを委託しているいきいきクラブ連合会とのさらなる
連携を図ることで、見守りの受け入れ体制を整備しながら、見守る側の高齢者の生き
がいづくりに繋げてまいります。また、従来の市公式ホームページや広報かすかべ等
での周知の他、民生委員や地域包括支援センターを通じた高齢者へのチラシの配布等
により周知を図り、利用者数の増加に繋げてまいります。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

住民主体型介護予防事業 課名 介護保険課

施策番号 2-1-3 実施計画№ 39 重点プロジェクト№ ①-32

事業
内容

住民主体型の介護予防事業である「春日部えんJOYトレーニング」を実施し
ながら地域での支え合いや見守りを促します。

事業開始
年度 平成29年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

75歳以上要介護認定率 現状値
(平成29年度)

26.0%

現状と
課題

団塊の世代の方々が75歳を迎える令和7年（2025年）を迎えるにあたり、要介護認定を受けなく
ても利用ができる介護予防・生活支援サービスを充実させる必要があります。

26.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 26.0% 26.0% 26.0% 26.0%

99.2%

成果指標の実績値 25.1% 25.4% 25.8% 26.4% 26.2%

達成率 103.6% 102.4% 100.8% 98.5%

コロナ禍の影響により、人員不足から中
止する団体ある一方、新規団体の立ち上
げもありました。団体への支援を継続
し、コロナ禍前の団体数を維持していま
す。

決算額(千円) 676 631 488 512 575

１ 75歳以上要介護認定率

□成果の説明（サービス水準）

春日部えんJOYトレーニングをはじめ、健
康脳トレ塾や春日部そらまめ体操など、
様々な事業を通じて介護予防の普及啓発
に取り組んだ結果、要介護認定率は前年
度に比べて0.2ポイント減少しました。

２ 春日部えんJOYトレーニング実施団体数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

住民主体型介護予防事業に取り組む新規
団体への支援があったことから、補助額
等が増加しています。

令和４
年度の
評価

実施団体に対して、コロナ禍においても効果的なトレーニングや地域のつながりを感じること
ができるよう感染対策の工夫の助言等支援を継続しました。これにより、コロナ禍以前の団体
数水準を維持しています。

今後の
方向性

現状維持

感染予防に配慮した安全な実施方法を共有したうえで、フレイル予防及び介護予防、
地域の支えあいや見守りに対する意識啓発を行っていきます。また、春日部えんJOYト
レーニングの実施団体が増加するよう関係機関等と連携を図り、新規団体の立ち上げ
や既存団体の活動継続に向けた支援をしていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

理学療法士の派遣人数は増加しました
が、介護予防運動テキスト作成に係る支
出はなかったため、事業費は減少してい
ます。

令和４
年度の
評価

サポーター不足による解散団体があるものの、サポーター養成講座や活動団体の実施会場に理
学療法士を派遣し、感染予防に配慮した実施方法等の技術的助言を行うなど、効果的なトレー
ニング実施に努めました。また、新規団体の立ち上げ等理学療法士の派遣回数も増えていま
す。

今後の
方向性

現状維持

春日部えんJOYトレーニングの実施会場に理学療法士を派遣し、新規団体や既存団体の
参加者に技術的助言などの支援を行い、他介護予防事業との連携も含め、より効果的
な住民主体型の介護予防活動の実施を図ります。

実施団体数は減少していますが、新規団
体の立ち上げやサポーター養成講座派遣
により、理学療法士の派遣件数は増加し
ています。

決算額(千円) 914 1,317 667 1,056 720

１春日部えんJOYトレーニング実施団体数

□成果の説明（サービス水準）

サポーター不足による解散団体が３件、
新規立ち上げ団体が１件ありました。全
体としては昨年度と比較し、２件減少し
ていますが、実施団体への支援を継続
し、コロナ禍前の水準を維持していま
す。

２ 理学療法士派遣延人数

□成果の説明（取組内容） 

104.2%

成果指標の実績値 18団体 24団体 25団体 27団体 25団体

達成率 112.5% 133.3% 125.0% 122.7%

24団体

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 16団体 18団体 20団体 22団体

成果
指標

春日部えんJOYトレーニング実施団体数 現状値
(平成29年度)

14団体

現状と
課題

団塊の世代の方々が75歳を迎える令和7年（2025年）を迎えるにあたり、住民主体型の介護予防
事業を充実させる必要があります。

事業
内容

「春日部えんJOYトレーニング」を実施するにあたり、理学療法士を派遣
し、技術的助言を行うなど総合的に支援します。

事業開始
年度 平成29年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

地域リハビリテーション活動支援事業 課名 介護保険課

施策番号 2-1-3 実施計画№ 40 重点プロジェクト№ ①-33
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出は、個別的支援業務に係る委託
料です。次いで通いの場等での健康教育
に係る報償費です。
本年度は、通いの場での健康教育で歯科
衛生士、理学療法士の講話を実施したた
め、報償費が増額となっています。

令和４
年度の
評価

医療、健診、介護等の情報をもとに分析・抽出した健康課題を基に実施計画を策定しました。
個別的支援は参加者が設定した目標は74.1％達成できました。通いの場での健康教育では、新
規参加者の栄養リスクを2.7％低減させることができました。また、口腔ケア講話を受講した参
加者は、未受講者よりも口腔フレイルリスクが1.3％低減しました。本事業を通し、参加者にフ
レイル予防への意識付けや生活の中での取り組みが期待でき、また取り組みの継続を支援する
ことでIADLの向上につながると考えます。

今後の
方向性

現状維持

個別的支援は、利用者数が32人と想定を下回ったことから、次年度は対象者を増やす
ため、対象者への勧奨方法を見直していきます。
通いの場の健康教育では、口腔ケア講話を実施した圏域では、口腔フレイルリスクの
低減が見られたことから、参加団体に口腔ケア講話の実施を推奨していきます。ま
た、全域において、運動機能リスクの増加が見られたことから、理学療法士の講話の
実施に向けて企画調整していきます。

本年度は、個別的支援では低栄養防止と
生活習慣病の重症化予防の2種類を実施
し、利用者の内訳は低栄養防止は16人、
生活習慣病の重症化予防は16人でした。
通いの場での健康教育は日常生活圏域ご
とに参加団体を募り、15団体(396人）に
実施しました。

決算額(千円) - - - 2,818 3,448

1「IADLの低下」リスク該当の一般高齢者の割合（介護予防・日常生活ニーズ調査）

□成果の説明（サービス水準）

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、一般高齢者の日常生活の様々な場面
での活動に制限が生じたことから、IADL
（手段的日常生活動作）が低下している
と判定した割合が3.0％となり目標値に達
しませんでした。

２ いきいきライフ応援事業の参加者数

□成果の説明（取組内容） 

83.3%

成果指標の実績値 - - - - 3.0%

達成率 - - - -

2.5%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 - - 2.7% 2.6%

成果
指標

「IADLの低下」リスク該当の一般高齢者の割合 現状値
(平成元年度)

2.8%

現状と
課題

効果的なフレイル予防対策として、①医療、健診、介護等の情報をもとに健康課題を分析し、
②その結果を基に地域の高齢者の通いの場において健康教育を実施すること、③健診結果から
個別指導が必要な75歳以上の高齢者に対して、家庭訪問による個別的支援を行うことが必要で
す。

事業
内容

市民の健康寿命の延伸を図るため、地域資源を活用し、保健事業と介護予
防事業と一体的に実施する。

事業開始
年度 令和3年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

いきいきシニアライフ応援事業 課名 健康課

施策番号 2-1-3 実施計画№ 41 重点プロジェクト№ ①-34
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

利用者数の増加に伴い決算額も増加にな
りました。

令和４
年度の
評価

利用者数は微増となっていますが、他サービスの利用者数が増加したたため、受給者数の割合
は微減となりました。

今後の
方向性

現状維持
地域密着型サービスをはじめ様々な介護サービスを組み合わせながら、必要な人に必
要なサービスが提供できるように支援していきます。

コロナ禍により、運営推進会議の開催が
難しい事業所が多く、減少となりまし
た。

決算額(千円) 1,304,585 1,356,851 1,416,239 1,477,165 1,560,486

１ 認定者数に対する地域密着型サービス受給者数の割合の推移

□成果の説明（サービス水準）

利用者数は微増となっていますが、他
サービスの利用者数が増加したため、受
給者数の割合は微減となりました。

２ サービス利用環境整備の推移

□成果の説明（取組内容） 

83.5%

成果指標の実績値 9.7% 10.5% 9.7% 9.3% 9.1%

達成率 116.9% 116.7% 101.0% 90.3%

10.9%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 8.3% 9.0% 9.6% 10.3%

成果
指標

認定者数に対する地域密着型サービス受給者数の割合 現状値
(平成29年度)

7.7%

現状と
課題

高齢者世帯や一人暮らし高齢者、認知症高齢者が増加しており、住み慣れた地域で必要なサー
ビスを受けることが出来るように、介護保険サービスの適正な給付に努める必要があります。

事業
内容

要介護認定された被保険者が、地域密着型介護サービスを利用した場合に
給付します。

事業開始
年度 平成18年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

地域密着型介護サービス給付事業 課名 介護保険課

施策番号 2-1-4 実施計画№ 42 重点プロジェクト№ ①-35
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

在宅医療・介護連携推進事業 課名 介護保険課

施策番号 2-1-4 実施計画№ 43 重点プロジェクト№ ①-36

事業
内容

医療と介護を必要とする高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるよう医療・福祉・介護等の関係機関の連携体制を強化し、地域全体で
高齢者を支えていく体制の構築を推進していきます。

事業開始
年度 平成27年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

医療・介護関係者の研修参加延べ人数 現状値
(平成29年度)

836人

現状と
課題

地域包括ケアシステムの中核となる地域包括支援センターの機能強化を図ってきました。今後
は、地域包括ケアシステムを推進し、高齢者の多様化・複雑化している問題への対応を強化
し、医療ニーズの高い高齢者を在宅で包括的に支えるためのサービス体制の構築をしていく必
要があります。

3,300人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 1,300人 1,800人 2,300人 2,800人

150.5%

成果指標の実績値 1,643人 2,409人 3,164人 4,241人 4,965人

達成率 126.4% 133.8% 137.6% 151.5%

オンライン（YouTube）を活用した研修を
取り入れるなど、感染予防に留意するこ
とで、前年度同回数の研修を開催するこ
とができました。

決算額(千円) 23,700 23,700 23,700 23,700 23,700

１ 医療・介護関係者の研修参加延べ人数の推移

□成果の説明（サービス水準）

感染予防に留意し、介護関係機関及び医
療関係機関の関係者（多職種）の連携を
目的とした研修会を継続的に開催しまし
た。参加延べ人数については、コロナ禍
にも関わらず、目標値を上回る実績値と
なりました。

２ 医療・介護関係者の研修実績回数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

介護関係機関及び医療関係機関等の関係
者の連携を推進するため、医療と介護に
精通し、コーディネートするための専門
職を配置している春日部市地域包括ケア
システム推進センターへ業務委託してい
ます。

令和４
年度の
評価

感染予防に留意しながらの現地開催、オンラインでの開催になりましたが、コロナ禍における
多職種の役割や様々な専門職の立場からの考えを伺うなど、継続して現状や課題について具体
的な情報・意見交換ができる場として、重要な役割を果たしました。

今後の
方向性

現状維持

介護関係機関及び医療関係機関等の多職種の研修・交流を重ねることで、お互いの分
野の知識を深め、お互いの役割を理解し、多職種の顏の見える関係づくりを図りま
す。これにより、医療・介護等の関係機関の連携体制を強化し、チームで地域を支え
ていく体制の構築を進めていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

前年度に施設建設に伴う補償対応等を実
施し、本事業に係る業務がすべて完了と
なったため、令和4年度については、決算
はありません。

令和４
年度の
評価

前年度に本事業に係る業務がすべて終了となり、令和4年度も含め、今後本事業の実施はありま
せん。

今後の
方向性

現状維持

県内初の複合型子育て支援施設として、保育所と児童発達支援センターの一体的な運
営によるインクルーシブ保育の実践に取り組んでいくと共に、指定管理者と連携し、
地域に根差した施設運営を目指します。

前年度に施設建設に伴う補償対応等を実
施し、本事業に係る業務がすべて完了と
なったため、令和4年度については、事業
化していません。

決算額(千円) 72,407 116,878 9,710,544 22,111 －

１ 保育所等の利用定員数の推移

□成果の説明（サービス水準）

定員数の見直しにより、令和3年度に
3,555人であった利用定員数が、令和4年
度には3,533人と減少しましたが、保育
ニーズの高い1・2歳児クラスにおいては9
人増加しました。

２ 事業の進捗状況

□成果の説明（取組内容） 

96.9%

成果指標の実績値 3,075人 3,420人 3,436人 3,555人 3,533人

達成率 99.2% 99.4% 99.3% 97.5%

3,646人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 3,099人 3,441人 3,460人 3,646人

成果
指標

保育所等の利用定員数 現状値
(平成29年度)

2,812人

現状と
課題

令和３年度をもって事業が完了しています。

事業
内容

保育所（病児保育事業対応）及び児童発達支援センターの複合施設を整備
し、令和3年4月開所を目指すものです。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

①-37 補助金№ -

事業名
（補助金名）

複合型子育て支援施設整備事業 課名 保育課

施策番号 1-1-2 実施計画№ 12・46 重点プロジェクト№ ①-8
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

健康づくり推進事業 課名 健康課

施策番号 2-4-1 実施計画№ 51 重点プロジェクト№ ①-38

事業
内容

市民自らの健康づくりを推進するために、健康づくり計画に基づき、市民
団体の育成、健康教育・健康相談および心の健康などに関する各種事業の
拡充を図ります。

事業開始
年度 平成20年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

心身ともに健康だと感じている、またはどちらかといえば感じて
いる市民の割合（市民意識調査）

現状値
(平成29年度)

71.8%
(平成28年度）

現状と
課題

健康への意識は高まっているものの、健康づくりに対して関心の低い層は運動習慣のない割合
が高く、生活習慣病の予防への取り組みが必要となっています。市民の日常生活における健康
づくりを支援するため、健康に関する情報の提供や相談、各種教室などの事業の充実を図って
いくことが必要です。

76.8%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 72.8% 73.8% 74.8% 75.8%

93.1%

成果指標の実績値 - 66.6% 74.1% 72.3% 71.5%

達成率 - 90.2% 99.1% 95.4%

感染症予防対策を行いながら事業をほぼ
予定どおり実施しました。その結果、実
施回数、参加者数が増加しました。ま
た、市民が各自で健康づくりに取り組め
るよう、WebやSNS等を活用して時節に合
わせた健康情報の発信を行いました。

決算額(千円) 8,680 3,226 2,757 3,367 2,894

1　心身ともに健康だと感じている、またはどちらかといえば感じている市民の割合（市民意識調査）

□成果の説明（サービス水準）

事業回数、参加者の増加、インターネッ
ト等を活用し情報発信等を行いました
が、市民意識調査は、目標値を下回る結
果となりました。

２ 健康づくり事業参加者数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

事業回数をほぼ予定どおり実施できたた
め、決算額は、前年度より増額していま
す。

令和４
年度の
評価

感染対策に配慮しながら事業回数、内容をコロナ前に近づけるよう工夫するとともに、市民が
各自で健康づくりに取り組めるよう、WebやSNS等を活用して時節に合わせた健康情報の発信を
行うことで、健康教育及び健康相談参加者数が増加しましたが、市民意識調査結果は前年を下
回りました。新型コロナウイルス感染症に対する不安の影響もあると考えますが、市民が安心
して事業に参加できる体制づくりや必要な情報を取得しやすい環境づくりの一層の工夫を行っ
ていきます。

今後の
方向性

現状維持
引き続き市民が健康づくりに関心を持ち、健康を意識した行動がとれるよう情報発信
の充実、事業の評価・見直しを図り事業を運営していきます。
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- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

健康マイレージ事業 課名 健康課

施策番号 2-4-1 実施計画№ 52 重点プロジェクト№ ①-39

事業
内容

生活習慣病の増加等の健康課題に対し、ウオーキング等により健康づくり
を促し、市民の健康増進を図ります。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

意識的に運動を週２回以上している、週１回程度して
いる、月１～２回程度している市民の割合（市民意識調査）

現状値
(令和2年度)

54.4%
(令和2年度）

現状と
課題

健康への意識は高まっているものの、全体の43％が意識的な運動を「ほとんどしていない」と
回答しており、特に壮年期の運動習慣のない割合が高く、生活習慣病の予防への取り組みが必
要となっています。青年期から運動習慣を身につけられるよう事業を展開することが必要で
す。

57.4%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 ― ― 55.4% 56.4%

97.2%

成果指標の実績値 ― 49.8% 54.4% 55.9% 55.8%

達成率 ― ― 98.2% 99.1%

健康マイレージ参加者の増加と継続支援
のため「体力測定会」を実施しました。
また、「かすかべウオーク」等のイベン
トで事業周知をしたことから、参加者数
が増加しました。

決算額(千円) 4,886 2,564 2,662 3,133 2,769

１ 健康維持・増進のために、意識的に運動（週２回以上、週１回程度、月１～２回程度）をしている市民の割合（市民意識調査）

□成果の説明（サービス水準）

コロナ禍における健康意識の高まりや健
康マイレージ事業の参加者の増加があり
ましたが、市民意識調査結果は前年と同
じ水準にとどまり、目標値を達成するこ
とは出来ませんでした。

２ 健康マイレージ事業累計参加者数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

参加者数が増加したこと、参加したもの
の活動を中止している方に対し新たに勧
奨通知を送付したことに伴い、決算額は
微増となっています。

令和４
年度の
評価

新たに6か月間の生活改善プログラム「体力測定会」を実施したところ、参加者の満足度は
100％でした。事業参加者は順調に増加し、これまで課題であった参加者の活動率を49.6％（前
年度比2.5％増）に改善し、市民意識調査結果は目標値に近い実績となりました。今後も参加者
拡大のため、事業の魅力が増す工夫を図る他、年代に応じた参加者フォローが必要と考えてい
ます。

今後の
方向性

現状維持

ウオーキングの継続による効果を発信するとともに、魅力的なイベントを企画し参加
者の増加を図ります。また、活動継続フォローの1つとして、地域のウオーキング活動
拠点との事業連携を行います。
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- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

子ども健康情報発信事業 課名 健康課

施策番号 2-4-2 実施計画№ 54 重点プロジェクト№ ①-40

事業
内容

子どもの予防接種の複雑化による保護者の負担軽減のため、ＩＣＴ活用に
より予防接種情報等を提供します。

事業開始
年度 平成27年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

予防接種情報提供サービス登録率（０歳～６歳） 現状値
(平成29年度)

42.3%

現状と
課題

子どもの予防接種の種類が増加、複雑化しており、接種間違いの防止や保護者の負担軽減が求
められています。

60.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 48.0% 54.0% 56.0% 58.0%

116.2%

成果指標の実績値 52.1% 59.4% 66.2% 71.3% 69.7%

達成率 108.5% 110.0% 118.2% 122.9%

予防接種やインフルエンザ等の感染症に
ついて必要な情報提供を行いました。

決算額(千円) 1,248 1,259 1,271 1,271 1,271

１ 予防接種情報提供サービス登録率（０歳～６歳）

□成果の説明（サービス水準）

昨年度より登録率が低下しているが、目
標値に達しており、「かすかべっこ予防
接種ナビ」の周知が着実に図られ、保護
者の予防接種管理に対する負担軽減に繋
がっているものと考えます。

２ 情報提供数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

予防接種情報提供サービス業務委託につ
いては、人口により月の単価を換算して
いるため、動きの少ない近年の決算額
は、前年度と同額となっています。

令和４
年度の
評価

出生されたお子様あてに予防接種の綴りを送付する際や、子育て世代包括支援センターでの転
入受付時において、「かすかべっこ予防接種ナビ」への登録を積極的に呼びかけることによ
り、目標値を上回ることができました。

今後の
方向性

現状維持

目標値は達成できたものの、前年度より全体の登録率が低下していることから、今後
も、子どもの予防接種スケジュール管理への保護者の負担軽減を図るため、あらゆる
機会を生かしながら、引き続き登録への周知を実施していきます。
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- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

小児救急医療運営事業 課名 健康課

施策番号 2-4-4 実施計画№ 56 重点プロジェクト№ ①-41

事業
内容

小児救急患者のため、緊急な医療が必要とされる一次救急医療体制および
緊急入院の必要な二次救急医療体制の整備を実施します。

事業開始
年度 平成28年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

小児救急夜間診療所において「とても良い」と評価する利用者の
割合

現状値
(平成29年度)

65.7%

現状と
課題

平成28年7月1日より「小児救急夜間診療所」を開設しました。今後も小児初期救急医療体制の
維持継続により、だれもが地域で安心して適切な医療が受けられるよう、引き続き関係機関と
の連携を強化していくことが必要です。

71.2%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 71.2% 71.2% 71.2% 71.2%

104.9%

成果指標の実績値 67.1% 73.6% 77.4% 80.8% 74.7%

達成率 94.2% 103.4% 108.7% 113.5%

地域で安心して適切な医療が受けられる
体制について知っていただくため、広報
かすかべや公式ホームページでの広報や
リーフレットの配布等により、子育てを
する家庭に対し周知やPRを行いました。
新型コロナウイルス感染症による受診控
えで減少した後、現在は徐々に増加して
いる状況です。

決算額(千円) 42,584 42,558 45,675 44,022 44,025

１ 小児救急夜間診療所において「とても良い」と評価する利用者の割合

□成果の説明（サービス水準）
患者へのアンケートにより問題点が見つ
かった際には関係医師等で構成する「小
児救急検討委員会」において早急に対応
するなど、利用者の満足度向上に努めて
おり、昨年度の割合からは減少となりま
したが、目標値を上回る74.7%の利用者か
ら「とても良い」との評価をいただきま
した。

２ 小児救急夜間診療所を受診した延患者数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

平成28年7月の開設後、新型コロナウイル
ス感染拡大時には、一時的に消耗品費等
が大きく増額となりましたが、現在では
落ち着きつつある状況です。設備や必要
物品等も整ってきたことから、おおむね
運営費用のみとなっており、前年度とほ
ぼ同額となっています。

令和４
年度の
評価

平成28年7月1日の開設から7年目を迎えた「春日部市小児救急夜間診療所」では、市内の子育て
世帯が安心して生活ができるよう、安定した運営の継続により平日夜間の小児一次救急医療を
担っています。「とても良い」と評価する利用者の割合は前年度から減少しましたが、目標値
は上回っており、また、「良い」と評価する利用者（19.9％）を含めた割合は94.6％となるこ
とから、一定程度以上の安心感・満足感を提供できたものと考えます。

今後の
方向性

現状維持

アンケート調査の結果等も踏まえ、子育て世帯のニーズに寄り添った診療所として安
心して医療が受けられるよう、引き続き、関係機関と連携を図りながら円滑な運営に
努めていきます。
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【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

（決算額確定後に記載します。）

令和４
年度の
評価

発熱外来受診者数の急増により紹介患者･逆紹介患者の割合は低下しましたが、地域連携推進の
成果として紹介患者数･逆紹介患者数は増加しているため、概ね良好と考えています。

今後の
方向性

現状維持
引き続き病診連携・病病連携を進めるとともに、救急医療体制の強化と新規入院患者
を増やす取組を実施していきます。

病診連携･病病連携の推進により、逆紹介
患者数は増加していますが、発熱外来受
診者数の急増により逆紹介患者の割合は
低下しました。

決算額(千円) 10,496,891 11,287,285 11,547,576 11,924,487

１ 紹介患者の割合

□成果の説明（サービス水準）

地域連携推進の継続により、内科･外科･
歯科口腔外科など多くの診療科の紹介患
者数が増加していますが、発熱外来受診
者数の急増により紹介患者の割合は低下
しました。

２ 逆紹介患者の割合

□成果の説明（取組内容） 

93.2%

成果指標の実績値 72.1% 75.7% 78.4% 78.7% 69.9%

達成率 103.0% 100.9% 104.5% 104.9%

75.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 70.0% 75.0% 75.0% 75.0%

成果
指標

紹介患者の割合 現状値
(平成29年度)

70.6%

現状と
課題

市立医療センターは地域で不足している専門的、かつ重要度の高い領域の医療活動に取り組ん
でいます。市民の皆さまが住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、市内での医療体
制の充実が不可欠です。当センターは地域の医療機関全体で切れ目のない医療を支える基幹病
院としての役割を担うことが求められています。

事業
内容

市民の健康保持に必要な医療を提供します。

事業開始
年度 平成20年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

春日部市病院事業 課名 経営財務課

施策番号 2-4-5 実施計画№ 59 重点プロジェクト№ ①-42
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３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

今年度は、電気料金の価格高騰に伴う施
設運営費の補填を行ったため増額となっ
たことに伴い、決算額も増額となりまし
た。

令和４
年度の
評価

審議会等の委員に可能な限り女性を選任するよう各事務局に依頼したことで、各審議会等に占
める女性委員の割合は、目標値を達成することができました。より多くの市民がまちづくりに
参加できる機会の拡充の実現に近づいたものと考えています。

今後の
方向性

現状維持

審議会等の委員選出の際に、女性委員が占める割合は目標の30％を超えていますが、
更に男女共同参画の推進が求められており、引き続き意識啓発を続けていく必要があ
ります。

新型コロナウイルスの感染対策を講じ、
予定通りの学習提供事業を実施すること
ができたため、昨年度よりも事業数が増
加となりました。

決算額(千円) 45,270 47,462 76,040 46,995 48,637

１ 各種委員会・審議会に占める女性委員比率が３０％を超える審議会の割合

□成果の説明（サービス水準）

審議会等の委員に可能な限り女性を選任
するよう各事務局に依頼したことで、各
審議会等に占める女性委員の割合は目標
値を達成することができました。

２ 男女共同参画の推進に資する学習提供事業数

□成果の説明（取組内容） 

101.4%

成果指標の実績値 33.8% 29.9% 44.1% 50.0% 50.7%

達成率 87.8% 72.0% 99.1% 105.3%

50.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 38.5% 41.5% 44.5% 47.5%

成果
指標

各種委員会・審議会に占める女性委員比率が３０％を超える審議
会の割合

現状値
(平成29年度)

35.4%

現状と
課題

女性の社会進出の機会の増大及び男女平等に向けた法整備が進んでいますが、男女の固定的な
役割分担意識による女性の登用機会の損失があるため、これらを解消するための意識啓発を
行っていく必要があります。

事業
内容

春日部市男女共同参画推進センターを管理運営するとともに、男女共同参
画を推進するための情報・学習機会の提供及び相談業務の充実を図り、市
民参加による交流事業を行います。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

男女共同参画推進センター運営事業 課名 市民参加推進課

施策番号 3-2-2 実施計画№ 74 重点プロジェクト№ ①-43
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※令和3年度の「決算額」については、292,636円（千円）から292,791(千円）へ錯誤のため修正しました。

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

公民館運営事業 課名 中央公民館

施策番号 3-3-1 実施計画№ 76 重点プロジェクト№ ①-44

事業
内容

中央公民館および各地区公民館において、市民の多様な学習ニーズに応え
るため、地域にねざした事業を展開し、公民館の事業効果の向上を図ると
ともに、各種講座の実施や学習情報の提供を行います。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

社会教育事業への参加者数 現状値
(平成29年度)

634,531人

現状と
課題

社会構造の変化に伴い、地域コミュニティの希薄化が懸念されています。学びを通して人々の
交流を活発にし、結びつきを強化するために、学習成果を発表する機会や場の提供など、学習
活動を支援する取組が求められています。

成果指標の目標値 635,000人 636,000人 638,000人 639,000人 640,000人

成果指標の実績値 629,242人 558,397人

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

287,554

224,382人 341,401人 409,556人

達成率 99.1% 87.8% 35.2% 53.4% 64.0%

決算額(千円) 162,373 188,900 250,044 292,791

１ 社会教育事業への参加者数

□成果の説明（サービス水準）

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス
感染症の影響により中止した事業もあり
ましたが、国から示された「新しい生活
様式」に基づき、公民館施設の利用制限
の緩和したことにより、社会教育事業へ
の参加者は、前年度と比較し、増加とな
りました。

２ 公民館主催事業実施回数の推移

□成果の説明（取組内容） 

今後の
方向性

見直し
ウィズコロナ・ポストコロナ時代における新たな社会に柔軟に対応した各種事業（青
少年リーダー育成等）の展開を図りながら、利用者数の増加を図っていきます。

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

ゼロ予算事業を推進するなど、コスト削
減に努めています。しかし、施設の老朽
化に伴い維持管理にかかる修繕費用が平
成25年度以降増加傾向となっています。

令和４
年度の
評価

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部の主催事業を中止とせざるを得なかったが、
感染防止策を講じながら、参加者のスマートフォンを利用した事業（スマホ講座）を増やした
こと、主催事業を再開したこと等により、前年度に比べて増加となりました。

令和3年度に自動水栓、ソープディスペン
サー、空間除菌、Wi-Fi装置の設置など
ハード面で新型コロナウイルスの感染症
拡大防止対策を講じたことにより、前年
度に比べて主催事業の実施回数が増加と
なりました。
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３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、報償費が増加しましたが、前
年度作成した生涯学習パスポート「はる
がく帳」の印刷製本費を削減したことに
より、前年度から減額となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、生涯学習関連事業数が前年度から減少しましたが、生涯学習人材情報登録者の活用
がコロナ前の平成30年度の水準に回復した状況から、学習機会の充実に努めることができたと
考えています。

今後の
方向性

現状維持
今後も市民が安心して様々な講座を受講でき、市民の新しいニーズを踏まえた学習の
提供と機会の充実に努めていきます。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を
図ることにより、活用件数が前年度より
増加し、コロナ以前の平成30年度と同数
となりました。

決算額(千円) 1,018 620 471 641 598

１ 生涯学習関連事業数

□成果の説明（サービス水準）

新型コロナウイルス感染症の影響の長期
化等により前年度より事業数が減少しま
したが、成果指標の目標値は達成したこ
とから、市民への多様な学習機会を提供
することができました。

２ 生涯学習人材情報登録者の活用件数

□成果の説明（取組内容） 

116.4%

成果指標の実績値 2,659 事業 2,715 事業 2,518 事業 2,673 事業 2,620 事業

達成率 122.5% 124.0% 113.9% 119.9%

2,250 事業

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 2,170 事業 2,190 事業 2,210 事業 2,230 事業

成果
指標

生涯学習関連事業数 現状値
(平成29年度)

2,464 事業

現状と
課題

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、生涯学習関連事業がは前年度を下回りましたが、
人材情報登録者の活用件数はコロナ前の平成30年の水準に戻すことができました。今後も市民
が安心して事業に参加できるよう対策を図り、より多くの学習機会を市民へ提供していく必要
があります。

事業
内容

生涯学習関連施策の総合的な推進を図るため、生涯学習推進本部を設置
し、さまざまな学習の機会および学習成果の発表の場を提供するもので
す。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

生涯学習推進事業 課名 社会教育課

施策番号 3-3-2 実施計画№ 79 重点プロジェクト№ ①-45
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３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

スポーツ教室の指導を担当したスポーツ
推進委員への報酬、消耗品費、参加者の
保険料、健康スポ・レクフェスタの委託
料です。健康スポ・レクフェスタを実施
することができたため、決算額が増加し
ました。

令和４
年度の
評価

本年度は、「スポーツ教室やイベントの満足度」については、毎年活動内容の見直しを図って
いること及び感染防止対策を実施して開催したことにより、目標値を上回りました。今後も、
開催内容の見直しを図るとともに、感染防止対策を実施し、国等の通知、各種ガイドラインに
即した事業の開催に取り組みます。

今後の
方向性

現状維持

新型コロナウイル感染症の状況を踏まえつつ、参加者や講師など、すべての人が安
心・安全に参加できるスポーツ教室及びイベントの運営方法を検討しながら、事業を
実施していきます。

スポーツ教室開催にあたっては、市民が
参加率向上のため、開催時期・場所の見
直しを行っておりますが、楽しくドッジ
ボール教室を夏休み期間中に開催したこ
とにより、在籍人数は多かったものの、
暑さ等により参加率が減少しました。

決算額(千円) 376 371 72 306 544

１ スポーツ教室やイベントの満足度

□成果の説明（サービス水準）

市民が安心・安全に参加できるように感
染症対策を実施した上で、各スポーツ教
室や出前講座、スポーツイベント等を実
施し、参加した方の満足度は、成果指標
の目標値を上回りました。

２ スポーツ教室の参加率の推移

□成果の説明（取組内容） 

114.5%

成果指標の実績値 83.2% 76.7% 97.9% 78.8% 86.8%

達成率 122.7% 109.9% 136.4% 106.8%

75.8%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 67.8% 69.8% 71.8% 73.8%

成果
指標

スポーツ教室やイベントの満足度 現状値
(平成29年度)

86.5%

現状と
課題

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止、延期、縮小を余儀なくされている状況
となっています。感染防止対策を実施し、国等の通知、各種ガイドラインに即した内容で、安
心・安全な事業の開催が求められます。

事業
内容

スポーツ推進審議会の運営、創意工夫による各種スポーツ教室や地域の協力によるイベント
の実施、指導者の育成、市民へのスポーツ・レクリエーション活動における機会や指導者の
提供などにより、本市の生涯スポーツの普及推進を図ります。

事業開始
年度 平成17年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

体育総務事務 課名 スポーツ推進課

施策番号 3-5-1 実施計画№ 86 重点プロジェクト№ ①-46
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３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

指定管理委託の基本協定書に基づく指定
管理料は増加しましたが、決算額は比例
して減となりました。その他、総合体育
館の空調修繕やアリーナ床の更新修繕な
ど、体育施設設備の大規模な修繕を実施
しました。

令和４
年度の
評価

利用者が安全かつ有効な利用ができるよう維持管理及び総合体育施設の段階的な整備の推進、
さらに、有料体育施設の指定管理者による管理・運営については、管理の適正を期するために
継続監視を実施し、必要に応じて、指定管理者との協議及び改善指導に取り組みました。ま
た、新型コロナウイルス感染症の影響による施設利用の制限がある中で、徹底した感染防止対
策を実施したことから、利用者の満足度は前年度に比べて向上し、改善要望件数は増加してお
ります。

今後の
方向性

現状維持

今後は、引き続き計画どおり事業を継続していきますが、体育施設の修繕について、
指定管理者と連携を密にしながら計画的に行います。また、体育施設を有効かつ効果
的に利用できるよう指定管理者と連携し、新型コロナウイルス感染症の第５類への引
き下げを踏まえつつ、一般利用と広域的な大会などとの利用調整を含め、施設利用を
促進していきます。

指定管理者アンケートにおける「自由回
答」のうち、体育施設に関する改善要望
記述の件数となります。施設や備品の老
朽化が課題となっており、新型コロナウ
イルス感染防災対策緩和により利用者数
が増え、前年度と比べ、要望件数は、増
加しています。

決算額(千円) 247,205 274,463 265,136 308,825 307,207

１ 市の有料体育施設の満足度の推移

□成果の説明（サービス水準）

指定管理者が実施している有料体育施設の利
用者満足度調査のうち「満足」、「やや満
足」の合計値で、指定管理者職員による接遇
や清掃、修繕等による施設面の総合評価とな
ります。令和４年度は、新型コロナウイルス
感染防止対策が緩和していく中で、利用者が
増えましたが、利用者の満足度はほぼ横ばい
です。

２　指定管理者による利用者アンケートにおける改善要望件数の推移

□成果の説明（取組内容） 

95.1%

成果指標の実績値 92.5% 86.7% 90.9% 93.4% 93.3%

達成率 94.7% 88.7% 92.8% 95.3%

98.1%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 97.7% 97.8% 97.9% 98.0%

成果
指標

市の有料体育施設の満足度 現状値
(平成29年度)

87.5%

現状と
課題

有料体育施設については、民間企業のノウハウを活用した市民サービスの向上を図るため、指
定管理者制度を導入し、一定の評価を得ていますが、有料体育施設の多くは老朽化が進んでお
り、必要な修繕や改修を計画的に行い、今後もさらなる適正な管理運営を行う必要がありま
す。

事業
内容

体育施設の適切な管理運営を行うことで、安全かつ快適なスポーツ・レク
リエーション活動の場を提供し、本市の生涯スポーツの普及推進を図りま
す。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

体育施設運営事業 課名 スポーツ推進課

施策番号 3-5-1 実施計画№ 88 重点プロジェクト№ ①-47

247,205
274,463 265,136

308,825

307,207

137,430 139,510 141,536
190,672 196,499

100,000

200,000

300,000

400,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

決算額

指定管理料

（単位：千円）

92.5

86.7

90.9
93.4 93.3

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

満足比率

（単位：％）

68

165
114

137

244

0

100

200

300

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

改善要望件数

（単位：件）

47



◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

③-100 補助金№ -

事業名
（補助金名）

通学路における街頭防犯カメラ設置事業 課名 交通防犯課

施策番号 4-3-1 実施計画№ 107 重点プロジェクト№ ①-48

事業
内容

犯罪の未然防止を図り、登下校時のさらなる安全に寄与するため、市内小
学校の通学路に街頭防犯カメラを設置します。

事業開始
年度 平成30年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

人口千人当たりの刑法犯認知件数 現状値
(平成29年)

9.7件

現状と
課題

本市における人口千人当たりの刑法犯認知件数（犯罪率）は、令和4年が6.5件で、前年より0.3
件減少していますが、県平均の5.7件を上回っています。各種施策の推進により市民一人ひとり
の防犯意識を向上させ、犯罪の発生件数の減少を目指します。

9.3件

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

成果指標の目標値 9.6件 9.5件 9.4件 9.4件

143.1%

成果指標の実績値 10.2件 8.5件 7.1件 6.8件 6.5件

達成率 94.1% 111.8% 132.4% 138.2%

令和4年度は、不審者情報等が多い通学路
13箇所に街頭防犯カメラを13台新たに設
置しました。

決算額(千円) 0 3,058 13,124 11,715 10,916

１ 人口千人当たりの刑法犯認知件数の推移

□成果の説明（サービス水準）

令和4年は、本市における人口千人当たり
の刑法犯認知件数は6.5件となり、昨年と
比較すると0.3件減少しました。

２ 通学路における街頭防犯カメラ設置台数（累計）

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

令和4年度は、不審者情報等が多い通学路
13箇所に街頭防犯カメラを13台新たに設
置しました。

令和４
年度の
評価

市、警察及び教育委員会による通学路合同点検で抽出した危険箇所や不審者情報等が多い通学
路13箇所に13台の街頭防犯カメラを設置しました。

今後の
方向性

見直し

令和４年度に13箇所に13台の街頭防犯カメラを設置したことによって、令和元年度か
ら令和４年度の４年間で、市内22小学校及び義務教育学校１校の通学路（学校区）
に、概ね２台ずつ、合計46箇所に48台の街頭防犯カメラを設置する計画が完了した。
今後は、令和９年度までに通学路における街頭防犯カメラを概ね１台ずつ増設する。
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②-75 補助金№ -

事業名
（補助金名）

ふれあい家族住宅購入奨励事業 課名 住宅政策課

施策番号 6-2-2 実施計画№ 155 重点プロジェクト№ ①-49

事業
内容

親世帯と近くに居住するために初めて住宅を取得した子世帯に対し、諸要
件を満たした場合に登記費用の一部を支援することで、地域の活性化・定
住の促進を図ります。

事業開始
年度 平成23年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

三世代近居をはじめた世帯／年度 現状値
(平成29年度)

195世帯

現状と
課題

申請者の市外からの転入を、いかに増加させるかが課題となっています。また、申請者のうち
中古住宅購入者の割合が全体から見て低いため、中古住宅の一層の利用促進を図ることが課題
となっています。

200世帯

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 196世帯 197世帯 198世帯 199世帯

73.0%

成果指標の実績値 142世帯 174世帯 166世帯 141世帯 146世帯

達成率 72.4% 88.3% 83.8% 70.9%

本年度は、新築住宅を購入した世帯が増
加し、中古住宅については減少しまし
た。

決算額(千円) 23,894 32,130 32,671 25,945 29,366

１ 三世代近居をはじめた世帯／年度

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、申請件数は前年度に比べ微増
となりましたが、目標値は下回る結果と
なりました。

２ 新築住宅・中古住宅を購入した世帯／年度

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、申請件数、決算額共に前年度
に比べ増額となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、交付件数は146件と前年度より増加しましたが、目標値（200件）を下回る結果とな
りました。中古住宅の購入については減少となったことから、より一層、定住の促進及び地域
の活性化を図るため、効果的かつ幅広い周知を展開していきます。

今後の
方向性

現状維持

市外からの転入割合や中古住宅を購入した世帯の増加を図るため、制度の利用を促進
し、市公式SNS等の活用により効果的なPRを実施することで、更なる定住の促進・地域
の活性化を図っていきます。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

リニューアル対象公園内の遊具やベンチ
など、市民ニーズに応じた公園施設の新
設・更新などを進めました。決算額につ
いては、前年度と同程度となっていま
す。

令和４
年度の
評価

令和４年度は、千間１丁目地内の武里第６公園について、周辺住民へのアンケート調査の実
施、意見交換の開催などを行い、住民ニーズに応じた、公園施設の新設・更新などのリニュー
アルを実施しました。公園施設の更新に加え、市民ニーズに応じた公園リニューアルを進めた
ことから、公園の魅力が向上するなど、公園の利用頻度も増加ししたものと考えています。

今後の
方向性

現状維持

住民にとって「身近な公園」は、年少の子供を抱える子育て家庭や高齢者にとって重
要な空間であることから、古くなった公園を、誰もが安心・安全に利用でき、また、
利用者ニーズを踏まえるには、大規模な改修が必要となっています。今後も引き続き
地区住民の意見を取り入れながら、公園のリニューアルを実施してまいります。

本年度は、公園利用者のニーズを反映さ
せた、公園リニューアル整備を進めるた
め、対象の公園周辺の住民と意見交換会
を実施しました。

決算額(千円) 19,224 21,120 21,120 19,358 19,620

１ リニューアル公園の利用頻度増加

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、リニューアル公園周辺の住民
を対象に実施したアンケート調査の結果
では、リニューアル後の公園の利用頻度
は、増加しており、目標を上回る結果と
なりました。さらなる利用頻度・満足度
の増加を図るため、住民ニーズに対応し
たリニューアル整備を行っていきます。

２　再整備実施に伴う意見交換会開催数

□成果の説明（取組内容） 

100.2%

成果指標の実績値 40.4% 41.2% 44.4% 45.4% 46.2%

達成率 93.1% 93.4% 99.1% 99.8%

46.1%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 43.4% 44.1% 44.8% 45.5%

成果
指標

リニューアル公園の利用頻度増加 現状値
(平成29年度)

42.4%

現状と
課題

公園は住民の多様な余暇活動を支える役割を担っていますが、古くなった公園は、施設の老朽
化や十分利用されていない等の課題を抱えております。本市の「子育てしやすいまちの実現」
や「高齢社会に対応したまちの実現」のため、住民ニーズに対応した公園の整備が求められて
います。

事業
内容

子どもから高齢者までが一緒にふれあえる公園として、公園のリニューア
ルを行います。地域のニーズにあわせた公園の再整備のため、市民参加に
よる公園づくり行います。

事業開始
年度 平成24年度

事業見直し
年度 令和2年度

- 補助金№ -

事業名
（補助金名）

子育てふれあい公園リニューアル事業 課名 公園緑地課

施策番号 6-4-3 実施計画№ 171 重点プロジェクト№ ①-50
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

②-83 ③-122 補助金№ -

事業名
（補助金名）

SDGs推進事業 課名 政策課

施策番号 7-1-1 実施計画№ 183 重点プロジェクト№ ①-51

事業
内容

SDGsの理念を盛り込んだ持続可能なまちづくりを推進するために、SDGsの
理念の共有、理解に向けた情報発信・普及啓発に取り組みます。

事業開始
年度 令和2年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

SDGsの市民認識度 現状値
(令和元年度)

－

現状と
課題

SDGsを推進していくためには、市民をはじめとするすべてのステークホルダーのSDGs認知度を
高める必要があり、SDGsの機運醸成を図ることが課題となっています。

50.0%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 － － 25.0% 40.0%

127.6%

成果指標の実績値 － － 24.2% 48.7% 63.8%

達成率 － － 96.8% 121.8%

SDGsに取り組んでいる、関心のある企
業、教育機関、市民団体等による情報交
換や異業種間での交流などを行う連携の
場としてかすかべSDGsパートナーズを設
置しています。令和4年度の登録者数は
207者となっています。

決算額(千円) － － 1,510 4,233 1,570

１ SDGs認識度

□成果の説明（サービス水準）

本年度の市民意識調査結果におけるSDGs
認識度（”詳しく知っている”と”少し
知っている”の割合の合計値）は63.8％
となりました。「全く知らない」の割合
は11.7％であり、今後においても、SDGs
の認識度を高めていく必要があると考え
ています。

２ SDGsパートナーズ登録数

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、市民や企業等あらゆるステー
クホルダーの連携を促進する「SDGs
フォーラム」を対面式で実施しました
が、業務委託ではなく、事務局で運営を
行ったため、減額となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、SDGs理解促進に向けた職員研修の実施やステークホルダー（企業等）の連携に向け
た「SDGsパートナーズミーティング」の実施、また、市民一人ひとりのSDGs理解を目的とした
講座「SDGsカフェ」の実施、さらに、市民や企業等あらゆるステークホルダーの連携を促進す
る機会とする「SDGsフォーラム」の実施などを通じ、SDGs理解促進に努めてきました。今後も
SDGsの認識度の向上や機運醸成を図る必要があると考えます。

今後の
方向性

現状維持
今後も市民をはじめとするすべてのステークホルダーのSDGs機運醸成を図り、SDGsの
理念を盛り込んだ持続可能なまちづくりを推進してまいります。
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

本年度は、かすかべSDGsパートナーズ会
員のKIKI STANDとユニクロララガーデン
春日部店による取組「ハギレアップサイ
クル～ボトムス（ズボン）の裾上げで
余っている端切れに新しい命を吹き込む
活動～」1件に対し、助成金6千円を交付
したものです。

令和４
年度の
評価

本年度は、かすかべSDGsパートナーズ会員のKIKI STANDとユニクロララガーデン春日部店によ
る取組「ハギレアップサイクル～ボトムス（ズボン）の裾上げで余っている端切れに新しい命
を吹き込む活動～」の1本が申請され、余っている端切れを通して、アップサイクルの普及啓発
とSDGsへの意識を醸成することができたと報告を受けたものです。今後も、本市のまちづくり
に対する課題を的確に把握し、連携を強化する必要があると考えています。

今後の
方向性

現状維持

今後も、包括的連携協定団体やかすかべＳＤＧｓパートナーズ会員の様々な視点か
ら、本市のまちづくりに対する研究・事業・活動を行っていただくとともに、それぞ
れが持つ知的資産、人的資産等を効果的に活用し、地域の発展に繋げてまいります。

本年度は、新たな民間事業者等との包括
的連携協定の締結はなく、合計17団体と
連携体制ができています。
・大学　4大学
・金融機関　3行
・民間事業者等　10事業者

決算額(千円) 300 531 283 108 6

１ 助成対象研究件数

□成果の説明（サービス水準）

本年度から助成対象者を包括的連携協定
団体に加えて新たにかすかべＳＤＧｓ
パートナーズ会員を追加し、助成対象事
業を「研究」に加えて、「事業」及び
「活動」を追加し、地域の課題解決及び
活性化又は市民サービスの向上を図るこ
ととしました。

２ 包括的連携協定締結事業所数

□成果の説明（取組内容） 

33.3%

成果指標の実績値 1件 2件 1件 1件 1件

達成率 33.3% 66.7% 33.3% 33.3%

3件

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 3件 3件 3件 3件

成果
指標

助成対象研究件数 現状値
(平成29年度)

2件

現状と
課題

近年、大学や民間事業者等において社会貢献活動が重視されており、活動の受け皿となる市の
体制を整え、大学や民間事業者等の持つ知的資産、人的資産等を効果的に活用し、地域の発展
に繋げることが求められています。

事業
内容

市と包括的連携協定を締結している大学等が行う市のまちづくりに関する
創意工夫あふれる研究に対し、研究費を助成します。

事業開始
年度 平成20年度

事業見直し
年度 令和4年度

- 補助金№ 2

事業名
（補助金名）

包括的連携推進事業助成補助金 課名 政策課

施策番号 7-1-1 実施計画№ 185 重点プロジェクト№ ①-52
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◆行政評価シート（第２次春日部市総合振興計画事業管理シート）

③-123 補助金№ -

事業名
（補助金名）

公共施設マネジメント推進事業 課名 公共施設事業調整課

施策番号 7-1-1 実施計画№ 186 重点プロジェクト№ ①-53

事業
内容

2016年度（平成28年度）に策定した「公共施設マネジメント基本計画」に
基づき、計画的・戦略的な公共施設の再編・管理に取り組み、施設総量の
適正化や公共施設に要する経費の縮減を図ります。

事業開始
年度 平成29年度

事業見直し
年度 令和2年度

成果
指標

公共施設マネジメント基本計画における工程表の取組着手件数
（インフラ除く）

現状値
(平成29年度)

74件

現状と
課題

人口減少、少子高齢化の進行などにより財政状況が厳しさを増していくことが予想される一方
で、公共施設の老朽化が進んでおり、今後、集中的に改修や更新時期を迎えます。そのため、
今後の公共施設のあり方を検討し、施設再編などに取り組んでいく必要があります。

165件

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果指標の目標値 90件 101件 118件 140件

101.8%

成果指標の実績値 93件 120件 144件 165件 168件

達成率 103.3% 118.8% 122.0% 117.9%

公共施設マネジメント推進会議は、公共
施設マネジメント基本計画に基づき、部
署を超えた横断的な検討をするため設置
しています。本年度は、合計４回開催
し、各個別施設計画の策定や、学校施設
（プール）に係る方針策定などについて
審議しました。

決算額(千円) 84 10,899 320 935 43

１ 公共施設マネジメント基本計画における工程表の取組着手件数（インフラ除く）

□成果の説明（サービス水準）

本年度は、公共施設マネジメント基本計
画で位置付けられている検討を開始した
施設が2件、緊急性や必要性により計画に
位置付けられている時期よりも前に施設
の方向性を検討した施設が1件、合計3
件、29年度からの累計では168件の施設の
検討に着手しました。

２ 公共施設マネジメント推進会議の開催回数の推移

□成果の説明（取組内容） 

【拡充】：予算・取組増の上で継続、【現状維持】：計画通り継続、【見直し】：改善の上で継続、【縮小】：縮小・休止・廃止を検討

３ 決算額の推移

□成果の説明（コスト）

主な支出内容は、公共施設マネジメント
の推進に当たり、専門的な助言・支援を
行ってもらう「公共施設マネジメントア
ドバイザー」の報酬です。
その他としては、「旅費」、「需用費」
となっています。

令和４
年度の
評価

本年度は、「春日部市消防本部消防施設整備計画」、「春日部市学校プールの効率的利用に関
する方針（案）」、「春日部市庄和市民センター正風館及び庄和高齢者憩いの家　個別施設計
画」、「庄和保健センター事業の実施場所の変更及び庄和総合支所の執務室利活用」の各計画
について審議しました。これにより方針が確定したことから、本市にとって有意義となる取り
組みの推進が図れたものと考えます。

今後の
方向性

現状維持

「公共施設マネジメント基本計画」に基づき、関係機関と連携を図りながら、施設所
管部署と共に個別具体的な施設の方向性を検討し、施設再編などに取り組んでまいり
ます。
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